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調査の概要 
 

 

１ 調査の目的 

本調査は、「長柄町第５次総合計画後期基本計画・第３期長柄町総合戦略」の策定に向け、町民より

町政に関するご意見をうかがい、町が今後取り組むべき施策の基礎資料とするため、「まちづくりアン

ケート」（町民アンケート）を実施しました。 

また、これからの町を担っていく中学生に将来の長柄町に対する希望や意見をうかがい、まちづくり

を一緒に考え、計画策定の際の参考及び基礎資料とするため、「まちづくりに関する中学生アンケート」

（中学生アンケート）を実施しました。 

２ 調査対象、調査方法及び調査期間 

調査の対象者、調査の方法及び調査の期間は次のとおりです。 

調査の種類 町民アンケート 中学生アンケート 

調査対象者 
町内に居住する高校生以上の男女 1,000 人

（住民基本台帳から年代別に無作為抽出） 
長柄中学校の全生徒 

調査の方法 郵送による配布・回収 学校での配布・回収 

調 査 期 間 令和 7年 1月 令和 7年 1月 

３ 回収状況 

調査票の配布・回収状況は次のとおりです。 

調査の種類 町民アンケート 中学生アンケート 

配 布 数 1,000件 120件 

回 収 数 321件 112件 

回 収 率 32.1％ 99.1％ 

４ 報告書の見方に関する留意点 

◦図表中の「n」（number of cases）は、回答者数（サンプル数）のことです。 

◦回答割合は全て「n」に対する割合として百分率（％）で表し、小数第二位を四捨五入しているため、合計

が 100.0％にならない場合があります。 

◦設問には、１つに○をする「単一回答」（ＳＡ）と、複数以上に○をする「複数回答可」（ＭＡ）があり、

複数回答の場合は、回答割合の合計が 100.0％を超えます。 

◦設問の中には前問の特定の選択肢に〇をした人のみが答える「限定設問」があり、図表中のｎ（サンプル

数）が全体より少なくなる場合があります。 

◦「長柄町第５次総合計画・第２期長柄町総合戦略」の策定に向け、令和２年に実施した「まちづくりに関

するアンケート調査」（以下、前回）と同様の質問項目を設定している設問については、今回の調査と前回

の調査を比較する形で集計結果を掲載しています。 
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集計結果 
 

１ 町民アンケート 

（１）回答者の属性 

アンケートに回答した人の性別、年齢、職業、居住年数等については次のとおりです。 

 

問 あなたの性別は次のうちどれですか。（SA） 

 

 

 

 

 

 

 

問 あなたの年代は次のうちどれですか。（SA） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女別にみた年代は、次のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.8

7.9

13.0

11.5

17.1

15.2

13.7

15.2

15.1

20.0

19.9

15.2

13.7

13.9

0.7

1.2

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

男(n=146)

女(n=165)

男女別・年代

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代以上 無回答

45.5 51.4

0.9 2.2

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

n=321

性別

男 女 答えたくない 無回答

7.2

11.8

15.9
14.3

17.8 17.8

13.7

1.6

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代以上 無回答

n=321

年齢
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問 あなたのご職業は次のうちどれですか。（SA） 

＜兼業の方は主なものを１つ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケートに回答した人の職業は「会社員、会社役員」の割合が 23.7％で最も高く、次いで「無職」

が 17.4％、「パート、アルバイト、派遣など」が 16.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男性の年代別にみた職業は、全体では「会社員、会社役員」が 32.2％で最も割合が高くなっていま

す。10～20 歳代は「学生」が 34.5％、30～40 歳代と 50～60 歳代は「会社員、会社役員」が 53.3％

と 29.4％、70歳以上は「無職」が 55.0％で、それぞれ最も高くなっています。 

 

4.4
5.3

0.9

23.7

10.3

7.5

10.3

16.5
17.4

1.9
0.3

1.6

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

農
林
業

商
工
業
、
サ
ー
ビ
ス
業

医
師
、
弁
護
士
な
ど

会
社
員
、
会
社
役
員

公
務
員
、
団
体
職
員
、

団
体
役
員

学
生

専
業
主
婦
、
主
夫

パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
派
遣
な
ど

無
職

自
営
業

そ
の
他

無
回
答

n=321

職業

32.2 34.5

53.3

29.4

55.0

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

農
林
業

商
工
業
、
サ
ー
ビ
ス
業

医
師
、
弁
護
士
な
ど

会
社
員
、
会
社
役
員

公
務
員
、
団
体
職
員
、

団
体
役
員

学
生

専
業
主
婦
、
主
夫

パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
、

派
遣
な
ど

無
職

自
営
業

【男性・年代別】職業

全体(n=146) 10～20歳代(n=29) 30～40歳代(n=45) 50～60歳代(n=51) 70歳代以上(n=20)
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女性の年代別にみた職業は、全体では「パート、アルバイト、派遣など」が 21.8％で最も割合が高

くなっています。10～20歳代は「学生」が 40.6％、30～40歳代は「パート、アルバイト、派遣など」

が 34.0％、50～60歳代は「専業主婦、主夫」が 32.8％、70歳以上は「無職」が 87.0％で、それぞれ

最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

21.8

40.6
34.032.8

87.0

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

農
林
業

商
工
業
、
サ
ー
ビ
ス
業

医
師
、
弁
護
士
な
ど

会
社
員
、
会
社
役
員

公
務
員
、
団
体
職
員
、

団
体
役
員

学
生

専
業
主
婦
、
主
夫

パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
、

派
遣
な
ど

無
職

自
営
業

そ
の
他

【女性・年代別】職業

全体(n=165) 10～20歳代(n=32) 30～40歳代(n=50) 50～60歳代(n=58) 70歳代以上(n=23)
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問 あなたは、長柄町に住むようになってから何年になりますか。（SA） 

＜一度、転出されて、再び長柄町に転入された場合は通算の年数としてください＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケートに回答した人の長柄町での居住年数については、「30年以上」が 51.7％で最も高く、次

いで、「20年以上 30年未満」が 20.2％、「10年以上 20年未満」が 15.0％となっています。回答者の

うち 10年以上長柄町に住んでいる人の割合は 86.9％となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男性の居住年数は、「30年以上」が 59.6％で、全体よりも高くなっています。年代別にみると、10

～20歳代は「20年以上 30年未満」の割合が最も高くなっていますが、30歳以上の年代では、「30年

以上」の割合が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女性の居住年数は、「30年以上」が 45.5％で、全体よりも低くなっています。年代別にみると、10

～20 歳代は「10 年以上 20 年未満」と「20 年以上 30 年未満」が同割合で最も高くなっていますが、

30歳以上の年代では、「30年以上」の割合が最も高くなっています。 

 

6.5 5.3

15.0
20.2

51.7

1.2

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

５年未満 ５年以上

10年未満

10年以上

20年未満

20年以上

30年未満

30年以上 無回答

n=321

居住年数

59.655.2

71.1

72.5 85.0

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

５年未満 ５年以上

10年未満

10年以上

20年未満

20年以上

30年未満

30年以上 無回答

【男性・年代別】居住年数

全体(n=146) 10～20歳代(n=29) 30～40歳代(n=45) 50～60歳代(n=51) 70歳代以上(n=20)

45.543.8 43.8
32.0

62.1

100.0

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

５年未満 ５年以上

10年未満

10年以上

20年未満

20年以上

30年未満

30年以上

【女性・年代別】居住年数

全体(n=165) 10～20歳代(n=32) 30～40歳代(n=50) 50～60歳代(n=58) 70歳代以上(n=23)
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問 あなたの通勤、通学先は次のうちどちらですか。（SA） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケートに回答した人の通勤、通学先については、「通勤、通学していない」が 27.1％で最も高

く、次いで、「長柄町内」が 18.7％、「茂原市内」が 17.4％、「千葉市内」が 10.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

男性の通勤、通学先について、全体では、「通勤、通学していない」が 21.9％で最も高くなってい

ます。年代別にみると、10～20 歳代は「茂原市内」と「市原市内」が 20.7％、30～40 歳代は「長柄

町内」が 26.7％、50～60歳代と 70歳以上は「通勤、通学していない」がそれぞれ 27.5％、65.0％で

最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

女性の通勤、通学先について、全体では、「通勤、通学していない」が 32.1％で最も高くなってい

ます。年代別にみると、10～20 歳代は「茂原市内」が 43.8％、30～40 歳代は「通勤、通学していな

い」と「茂原市内」が 22.0％、50～60歳代と 70歳以上は「通勤、通学していない」がそれぞれ 43.1％、

65.2％で最も高くなっています。 

21.9 20.7 20.7
26.7

27.5

65.0

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

通
勤
、
通
学

し
て
い
な
い

長
柄
町
内

茂
原
市
内

長
生
郡
内

市
原
市
内

千
葉
市
内

そ
の
他
県
内

東
京
都
内

そ
の
他

【男性・年代別】通勤、通学先

全体(n=146) 10～20歳代(n=29) 30～40歳代(n=45) 50～60歳代(n=51) 70歳代以上(n=20)

27.1

18.7 17.4

5.3
9.0 10.6

3.1 4.0
1.9 2.8

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

通
勤
、
通
学

し
て
い
な
い

長
柄
町
内

茂
原
市
内

長
生
郡
内

市
原
市
内

千
葉
市
内

そ
の
他
県
内

東
京
都
内

そ
の
他

無
回
答

n=321

通勤、通学先

32.1

43.8

22.0 22.0

43.1

65.2

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

通
勤
、
通
学

し
て
い
な
い

長
柄
町
内

茂
原
市
内

長
生
郡
内

市
原
市
内

千
葉
市
内

そ
の
他
県
内

東
京
都
内

そ
の
他

【女性・年代別】通勤、通学先

全体(n=165) 10～20歳代(n=32) 30～40歳代(n=50) 50～60歳代(n=58) 70歳代以上(n=23)
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（２）町の印象や魅力等について 

 

問 長柄町の印象についておたずねします。（SA） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「誇りや郷土愛がある」は「やや思う」が 33.6％、「ふれあいのある町」は「やや思う」が 34.9％、

「個性のある町」は「さほど思わない」が 39.3％、「活気のある町」は「思わない」が 48.6％で、そ

れぞれ最も高い割合となっています。 

「誇りや郷土愛がある」は「思う」と「やや思う」の合計が 48.2％、「さほど思わない」と「思わ

ない」の合計が 41.6％で、肯定的な印象を持つ人の割合をやや上回っています。 

「ふれあいのある町」は「思う」と「やや思う」の合計が 44.6％、「さほど思わない」と「思わな

い」の合計が 46.4％で、否定的な印象を持つ人の割合をやや上回っています。 

「個性のある町」は「さほど思わない」と「思わない」の合計が 72.9％、「活気のある町」が 81.3％

で、否定的な印象を持つ人の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14.6

9.7

5.3

2.2

33.6

34.9

12.1

8.1

29.0

32.1

39.3

32.7

12.8

14.3

33.6

48.6

7.5

6.2

6.5

5.0

2.5

2.8

3.1

3.4

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

誇りや郷土愛がある

ふれあいのある町

個性のある町

活気のある町

長柄町の印象

思う やや思う さほど思わない 思わない わからない 無回答
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問 長柄町の住みごこちはいかがですか。（SA） 

 

 

 

 

 

 

 

町の住みごこちについては、「まあ住みよい方だ」が 47.0％で最も高くなっています。「とても住み

よい」と「まあ住みよい方だ」の合計をみると、今回は 54.8％となり、前回の 57.6％に比べ、やや

低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町の住みごこちについて男性は、「まあ住みよい方だ」が 47.3％、「とても住みよい」が 9.6％で、

合わせて 56.9％が住みよいとしています。年代別に「とても住みよい」と「まあ住みよい方だ」の合

計をみると、70歳以上が 85.0％で最も高く、30～40歳が 40.0％で最も低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女性は、「まあ住みよい方だ」が 49.1％、「とても住みよい」が 6.1％で、合わせて 55.2％が住みよ

いとしています。年代別に「とても住みよい」と「まあ住みよい方だ」の合計をみると、70歳以上が

78.3％で最も高く、30～40歳が 44.0％で最も低くなっています。 

7.8

7.7

47.0

49.9

32.1

26.5

7.5

11.0

4.7

4.0

0.9

0.9

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

今回(n=321)

前回(n-453)

町の住みごこち

とても住みよい まあ住みよい方だ どちらかといえば住みにくい 非常に住みにくい わからない 無回答

9.6

20.7

2.2

7.8

15.0

47.3

34.5

37.8

52.9

70.0

28.8

27.6

35.6

29.4

15.0

8.2

6.9

13.3

7.8

5.5

10.3

8.9
2.0

0.7

2.2

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(n=146)

10～20歳代(n=29)

30～40歳代(n=45)

50～60歳代(n=51)

70歳代以上(n=20)

【男性・年代別】町の住みごこち

とても住みよい まあ住みよい方だ どちらかといえば住みにくい 非常に住みにくい わからない 無回答

6.1

9.4

4.0

8.6

49.1

43.8

40.0

48.3

78.3

33.9

43.8

42.0

29.3

17.4

7.3

10.0

10.3

3.6

3.1

4.0

3.4

4.3

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(n=165)

10～20歳代(n=32)

30～40歳代(n=50)

50～60歳代(n=58)

70歳代以上(n=23)

【女性・年代別】町の住みごこち

とても住みよい まあ住みよい方だ どちらかといえば住みにくい 非常に住みにくい わからない
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問 あなたが長柄町の魅力だと感じられることを教えてください。（MA） 

森に囲まれた豊かな自然環境に恵まれている 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町の魅力だと感じられることについては、「森に囲まれた豊かな自然環境に恵まれている」が 74.8％

で、前回同様に最も高くなっています。今回は次いで、「東京や千葉市などの都市から近くて便利」

が 34.0％、「のどかな里山風景があり、セカンドライフやセカンドハウスに適している」が 31.2％と

なっています。前回は、「のどかな里山風景があり、セカンドライフやセカンドハウスに適している」

が２番目でしたが、今回は「東京や千葉市などの都市から近くて便利」が２番目となっており、道路

交通の利便性向上が背景の 1つとなっているのではとも考えられます。 

 

74.8

34.0

31.2

30.5

26.5

24.3

15.6

14.3

11.8

10.9

10.6

10.3

10.0

8.7

6.9

6.2

4.0

5.3

73.7

28.5

30.2

28.5

24.5

22.1

13.9

15.9

14.8

9.7

12.8

11.5

11.3

11.3

4.6

10.8

4.6

5.5

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

森に囲まれた豊かな自然環境に恵まれている

東京や千葉市などの都市から近くて便利

のどかな里山風景があり、セカンドライフや

セカンドハウスに適している

豊かな自然環境の中で子どもが伸び伸び育つことができる

犯罪や災害が少なく安全安心なまちである

味覚狩りのできる農園や農産物直売所など

採れたての名産品が豊富

稲刈りやたけのこ掘り、味噌づくりなどの

都市との交流活動が盛ん

キャンプやバーベキューなどアウトドアレジャーが楽しめる

飲料製造など地域に根ざした産業がある

子育て支援が充実していて子育てがしやすい

自治会などの地域活動が盛んで、住民同士のつながりが強い

古くからの寺社や史跡長柄横穴群など歴史的なみどころが豊富

医療施設や健康増進施設、介護施設などが整っている

季節ごとのまつりや駅伝、サイクリングなどのイベントが多い

豊かな食材とグルメなお店がある

スポーツやレジャー施設が充実している

その他

無回答

町の魅力だと感じられること

今回(n=321)

前回(n=453)
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町の魅力だと感じられることについて男性は、「森に囲まれた豊かな自然環境に恵まれている」が

全体、各年代とも最も割合が高くなっています。次いで、全体と 10～20歳代から 50～60歳代までは

「東京や千葉市などの都市から近くて便利」が高くなっています。また、70 歳代以上は次いで、「犯

罪や災害が少なく安全安心なまちである」が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町の魅力だと感じられることについて女性は、「森に囲まれた豊かな自然環境に恵まれている」が

男性と同様に全体、各年代とも最も割合が高くなっています。次いで、全体と 10～20 歳代、30～40

歳代までは「豊かな自然環境の中で子どもが伸び伸び育つことができる」が高くなっています。また、

50～60 歳代は次いで「味覚狩りのできる農園や農産物直売所など採れたての名産品が豊富」が高く、

70歳代以上は次いで、「犯罪や災害が少なく安全安心なまちである」が高くなっています。 

 

 

74.0

39.7

79.3

34.5

64.4

35.6

74.5

45.1

85.0

65.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

森に囲まれた豊かな自然環境に恵まれている

東京や千葉市などの都市から近くて便利

犯罪や災害が少なく安全安心なまちである

のどかな里山風景があり、セカンドライフ

やセカンドハウスに適している

豊かな自然環境の中で子どもが

伸び伸び育つことができる

味覚狩りのできる農園や農産物直売所など

採れたての名産品が豊富

医療施設や健康増進施設、

介護施設などが整っている

【男性・年代別】町の魅力だと感じること（上位７項目）

全体(n=146)

10～20歳代(n=29)

30～40歳代(n=45)

50～60歳代(n=51)

70歳代以上(n=20)

77.6

35.2

84.4

37.5

78.0

50.0

79.3

39.7

69.6

39.1

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

森に囲まれた豊かな自然環境に恵まれている

豊かな自然環境の中で子どもが

伸び伸び育つことができる

味覚狩りのできる農園や農産物直売所

など採れたての名産品が豊富

東京や千葉市などの都市から近くて便利

のどかな里山風景があり、セカンドライフ

やセカンドハウスに適している

犯罪や災害が少なく安全安心なまちである

稲刈りやたけのこ掘り、味噌づくりなど

の都市との交流活動が盛ん

【女性・年代別】町の魅力だと感じること（上位７項目）

全体(n=165)

10～20歳代(n=32)

30～40歳代(n=50)

50～60歳代(n=58)

70歳代以上(n=23)
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（３）今後の住宅政策や都市農村交流センターについて 

 

問 一宮川の河川改良工事完了後、昭栄中学校跡地（現在の「ながらこども園」に隣接する土地）

の宅地分譲をおこなったら購入したいですか。（SA） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「検討しない」が 78.5％で割合が最も高くなっており、次いで、「わからない」が 16.8％となって

います。また、「購入を検討したい」は 1.2％、「将来、購入を検討するかもしれない」は 2.5％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男性は「検討しない」が 78.1％で割合が最も高くなっており、次いで、「わからない」が 15.8％と

なっています。また、「購入を検討したい」は 1.4％、「将来、購入を検討するかもしれない」は 4.1％

となっています。年代別にみると、「購入を検討したい」は、10～20歳代が 3.4％、50～60歳代が 2.0％

となっています。また、「将来、購入を検討するかもしれない」は、30～40 歳代が 4.4％、50～60 歳

代が 7.8％となっています。 

 

1.2

2.5

78.5

16.8

0.9

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

購入を検討したい

将来、購入を検討するかもしれない

検討しない

わからない

無回答

n=321

昭栄中学校跡地の土地の購入意向

1.4

3.4

2.0

4.1

4.4

7.8

78.1

69.0

82.2

84.3

70.0

15.8

27.6

13.3

3.9

30.0

0.7

2.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(n=146)

10～20歳代(n=29)

30～40歳代(n=45)

50～60歳代(n=51)

70歳代以上(n=20)

【男性・年代別】昭栄中学校跡地の土地の購入意向

購入を検討したい 将来、購入を検討するかもしれない 検討しない わからない 無回答
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女性は「検討しない」が 78.8％で割合が最も高くなっており、次いで、「わからない」が 17.6％と

なっています。また、「購入を検討したい」と「将来、購入を検討するかもしれない」は同じく 1.2％

となっています。年代別にみると、「購入を検討したい」は、30～40 歳代が 4.0％となっています。

また、「将来、購入を検討するかもしれない」は、10～20 歳代が 3.1％、30～40 歳代が 2.0％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.2

4.0

1.2

3.1

2.0

78.8

65.6

86.0

89.7

56.5

17.6

31.3

8.0

8.6

43.5

1.2

1.7

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(n=165)

10～20歳代(n=32)

30～40歳代(n=50)

50～60歳代(n=58)

70歳代以上(n=23)

【女性・年代別】昭栄中学校跡地の土地の購入意向

購入を検討したい 将来、購入を検討するかもしれない 検討しない わからない 無回答
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問 町が、民間事業者と協力して昭栄中学校跡地に「子育て支援住宅」を整備したら入居したい

ですか。（SA） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「検討しない」が 68.5％で割合が最も高くなっており、次いで、「わからない」が 24.3％となって

います。また、「入居を検討したい」は 2.5％、「将来、入居を検討するかもしれない」は 4.0％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男性は「検討しない」が 67.8％で割合が最も高くなっており、次いで、「わからない」が 24.7％と

なっています。また、「入居を検討したい」は 2.1％、「将来、入居を検討するかもしれない」は 4.8％

となっています。年代別にみると、「入居を検討したい」は、10～20歳代が 3.4％、30～40歳代が 2.2％、

50～60 歳代が 2.0％となっています。また、「将来、購入を検討するかもしれない」は、10～20 歳代

が 13.8％、30～40歳代が 2.2％、50～60歳代が 3.9％となっています。 

 

 

2.5

4.0

68.5

24.3

0.6

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

入居を検討したい

将来、入居を検討するかもしれない

検討しない

わからない

無回答

n=321

「子育て支援住宅」の入居意向

2.1

3.4

2.2

2.0

4.8

13.8

2.2

3.9

67.8

41.4

77.8

76.5

65.0

24.7

41.4

17.8

15.7

35.0

0.7

2.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(n=146)

10～20歳代(n=29)

30～40歳代(n=45)

50～60歳代(n=51)

70歳代以上(n=20)

【男性・年代別】「子育て支援住宅」の入居意向

入居を検討したい 将来、入居を検討するかもしれない 検討しない わからない 無回答
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女性は「検討しない」が 68.5％で割合が最も高くなっており、次いで、「わからない」が 24.2％と

なっています。また、「入居を検討したい」は 3.0％、「将来、入居を検討するかもしれない」は 3.6％

となっています。年代別にみると、「入居を検討したい」は、10～20歳代が 3.1％、30～40歳代が 8.0％

となっています。また、「将来、購入を検討するかもしれない」は、10～20 歳代が 9.4％、30～40 歳

代が 4.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.0

3.1

8.0

3.6

9.4

4.0

68.5

43.8

68.0

87.9

56.5

24.2

43.8

20.0

10.3

43.5

0…

1.7

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(n=165)

10～20歳代(n=32)

30～40歳代(n=50)

50～60歳代(n=58)

70歳代以上(n=23)

【女性・年代別】「子育て支援住宅」の入居意向

入居を検討したい 将来、入居を検討するかもしれない 検討しない わからない 無回答
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問 あなたは休日（土日祝など）の余暇に、自宅外ではどのように過ごすことが多いですか。

（MA） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ショッピング」が 61.7％で割合が最も高くなっており、次いで、「外食（日常的なものは除く）」

が 34.6％、「ドライブ」が 28.0％、「映画、観劇、演芸鑑賞」が 20.2％、「観光旅行（避暑、避寒、温

泉など）」が 19.0％、「ガーデニング、農園」が 14.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

61.7

34.6

28.0

20.2

19.0

14.3

11.8

10.9

10.6

10.0

8.4

8.4

5.9

5.3

4.4

3.1

3.1

3.1

1.9

1.6

1.2

1.2

0.6

0.6

0.6

0.0

9.7

4.7

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

ショッピング

外食（日常的なものは除く）

ドライブ

映画、観劇、演芸鑑賞

観光旅行（避暑、避寒、温泉など）

ガーデニング、農園

温浴施設（温泉、スーパー銭湯など）

動物園、植物園、水族館、博物館

音楽会、コンサートなど

ウォーキング、ジョギング

ゴルフ

遊園地、テーマパーク

釣り

バーベキュー

キャッチボール、野球

美術鑑賞

キャンプ

ピクニック、ハイキング、登山

水泳、プール遊び

農業体験

フットサル、サッカー

テニス

サイクリング

カヌー、ボート、サーフィン

工芸体験

ダイビング

その他

無回答

n=321

余暇の自宅外での過ごし方
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余暇の自宅外での過ごし方について、男性は「ショッピング」が全体、各年代ともに最も割合が高

くなっています。全体では、次いで、「ドライブ」、「外食（日常的なものは除く）」の順となっていま

す。年代別にみると、10～20 歳代は、「ショッピング」に次いで「映画、観劇、演芸鑑賞」と「ドラ

イブ」が同率で続き、「外食（日常的なものは除く）」の順となっています。30～40 歳代と 50～60 歳

代は、「ショッピング」に次いで「ドライブ」、「外食（日常的なものは除く）」の順となっています。

70歳代以上は、「ショッピング」に次いで「外食（日常的なものは除く）」と「ドライブ」が同率で続

き、「観光旅行（避暑、避寒、温泉など）」の順となっています。 

 

 

56.2

40.4

32.9

21.2

19.2

17.1

14.4

12.3

11.0

10.3

69.0

41.4

37.9

20.7

41.4

24.1

6.9

0.0

3.4

17.2

64.4

40.0

33.3

22.2

15.6

15.6

17.8

8.9

8.9

20.0

47.1

43.1

29.4

19.6

15.7

15.7

13.7

25.5

15.7

2.0

45.0

35.0

35.0

25.0

5.0

15.0

20.0

5.0

15.0

0.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

ショッピング

ドライブ

外食（日常的なものは除く）

観光旅行（避暑、避寒、温泉など）

映画、観劇、演芸鑑賞

温浴施設（温泉、スーパー銭湯など）

ゴルフ

ウォーキング、ジョギング

ガーデニング、農園

動物園、植物園、水族館、博物館

【男性・年代別】余暇の自宅外での過ごし方(上位10項目）

全体(n=146)

10～20歳代(n=29)

30～40歳代(n=45)

50～60歳代(n=51)

70歳代以上(n=20)
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余暇の自宅外での過ごし方について、女性全体では「ショッピング」が最も割合が高くなっていま

す。全体では、次いで、「外食（日常的なものは除く）」、「映画、観劇、演芸鑑賞」の順となっていま

す。年代別にみると、10～20 歳代は、「ショッピング」が最も割合が高く、次いで「映画、観劇、演

芸鑑賞」、「外食（日常的なものは除く）」の順となっています。30～40歳代は、「ショッピング」が最

も割合が高く、次いで「外食（日常的なものは除く）」、「動物園、植物園、水族館、博物館」の順と

なっています。50～60 歳代は、「ショッピング」が最も割合が高く、次いで「外食（日常的なものは

除く）」、「ガーデニング、農園」の順となっています。70 歳代以上は、「その他」が最も割合が高く、

次いで「ショッピング」、「ガーデニング、農園」の順となっています。70歳代以上の「その他」につ

いては、「自宅ですごすことが多い」、「高齢のため外出しない」、「なし」等となっています。 

 

67.3

35.8

20.6

18.2

17.0

17.0

12.7

11.5

9.7

7.9

13.3

87.5

40.6

46.9

25.0

15.6

3.1

25.0

9.4

18.8

9.4

9.4

76.0

42.0

20.0

18.0

18.0

6.0

12.0

26.0

14.0

6.0

14.0

67.2

37.9

15.5

20.7

20.7

32.8

12.1

5.2

5.2

10.3

6.9

26.1

13.0

0.0

4.3

8.7

21.7

0.0

0.0

0.0

4.3

30.4

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

ショッピング

外食（日常的なものは除く）

映画、観劇、演芸鑑賞

ドライブ

観光旅行（避暑、避寒、温泉など）

ガーデニング、農園

音楽会、コンサートなど

動物園、植物園、水族館、博物館

遊園地、テーマパーク

ウォーキング、ジョギング

その他

【女性・年代別】余暇の自宅外での過ごし方(上位10項目）

全体(n=165)

10～20歳代(n=32)

30～40歳代(n=50)

50～60歳代(n=58)

70歳代以上(n=23)
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問 あなたが良く行く町内や近隣の自然体験や野外アクティビティを体験する施設はあります

か。施設名を教えてください。（記述式） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「特になし」との回答が多くなっていますが、記述のあった施設では、「都市農村交流センター（プ

ール含む）」が 12人、「リソルの森」が８人、「産直広場太陽」と「公民館、公民館の図書館」が３人、

「ターザニア」、「長柄ダム」、「ドイツ村」がそれぞれ２人となっています。 

 

 

12

8

3

3

2

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

4

63

0 20 40 60 80

都市農村交流センター（プール含む）

リソルの森

産直広場太陽

公民館、公民館の図書館

ターザニア

長柄ダム

ドイツ村

だるま亭

ながら道の駅

メディカルトレーニングセンター

千葉市自然少年の家

ロングウッドステーション

笠森観音

町営球場

ながら太陽ファーム

個人店へ行く

多目的広場

福祉センター（温泉）

秋元牧場

ママズベリー

ゴルフ場３ヵ所それぞれ

昭和の森

ららぽーと

真名カントリークラブ

Ｗｅホール（市原）

大観山（市原）

山口林道

キャンプ場

大多喜町の養老渓谷で川遊び

千葉こどもの国キッズダム

行かない

特になし

（人）

良く行く自然体験や野外アクティビティを体験する施設
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問 あなたが自然体験や野外アクティビティを体験する施設を利用する時、誰と一緒に利用す

ることが多いですか。（SA） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「家族（子、親、その他親族）で利用する」が 36.4％で最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男性全体では、「家族（子、親、その他親族）で利用する」が最も高くなっています。年代別にみ

ると、10～20歳代は「友人と利用する」が高く、30～40歳代と 50～60歳代は「家族（子、親、その

他親族）で利用する」が高く、70歳代以上は「レジャー施設は利用しない」が高くなっています。 

 

 

 

 

5.3

17.1

10.9

36.4

23.4

1.9

7.8

0.0% 20.0% 40.0%

一人で利用する

友人と利用する

夫婦やパートナーと利用する

家族（子、親、その他親族）で利用する

レジャー施設は利用しない

その他

無回答

n=321

一緒に施設を利用する人

6.8

4.4

13.7

5.0

22.6

48.3

17.8

13.7

20.0

11.6

3.4

13.3

13.7

15.0

33.6

27.6

46.7

33.3

15.0

19.2

20.7

13.3

19.6

30.0

1.4

2.0

5…

5.5

4.4

5.9

10.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(n=146)

10～20歳代(n=29)

30～40歳代(n=45)

50～60歳代(n=51)

70歳代以上(n=20)

【男性・年代別】一緒に施設を利用する人

一人で利用する 友人と利用する 夫婦やパートナーと利用する

家族（子、親、その他親族）で利用する レジャー施設は利用しない その他

無回答



 

20 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女性全体では、「家族（子、親、その他親族）で利用する」が最も高くなっています。年代別にみると、

10～20歳代は「レジャー施設は利用しない」が高く、30～40歳代と 50～60歳代は「家族（子、親、その

他親族）で利用する」が高く、70歳代以上は「レジャー施設は利用しない」が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.0

2.0

6.9

12.1

18.8

8.0

15.5

4.3

10.9

6.3

8.0

20.7

40.0

31.3

66.0

27.6

26.1

26.1

40.6

16.0

20.7

39.1

2.4

3.1

5.2

9.1

3.1

4.0

8.6

30.4

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(n=165)

10～20歳代(n=32)

30～40歳代(n=50)

50～60歳代(n=58)

70歳代以上(n=23)

【女性・年代別】一緒に施設を利用する人

一人で利用する 友人と利用する 夫婦やパートナーと利用する

家族（子、親、その他親族）で利用する レジャー施設は利用しない その他

無回答
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問 前問で回答した人たちと1泊2日で自然体験や野外アクティビティを体験する場合、一人当

たりの支出として許容できる金額はいくらですか。（SA） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「10,000円～20,000円未満」が 29.0％で最も高くなっており、次いで「5,000円～10,000円未満」

が 27.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男性は「5,000 円～10,000 円未満」が 30.8％で最も高くなっており、次いで「10,000 円～20,000

円未満」が 30.1％となっています。年代別にみると、10～20歳代は「10,000円～20,000円未満」が

高く、30～40歳代は「5,000円～10,000円未満」が高く、50～60歳代と 70歳代以上は「10,000円～

20,000円未満」が高くなっています。 

 

 

 

 

15.9

27.1

29.0

2.5

25.5

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

5,000円未満

5,000円～10,000円未満

10,000円～20,000円未満

20,000円以上

無回答
n=321

一人当たりの支出として許容できる金額

17.1

10.3

17.8

19.6

20.0

30.8

34.5

46.7

23.5

10.0

30.1

41.4

20.0

31.4

35.0

3.4

3.4

4.4

2.0

5.0

18.5

10.3

11.1

23.5

30.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(n=146)

10～20歳代(n=29)

30～40歳代(n=45)

50～60歳代(n=51)

70歳代以上(n=20)

【男性・年代別】一人当たりの支出として許容できる金額

5,000円未満 5,000円～10,000円未満 10,000円～20,000円未満 20,000円以上 無回答
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女性は「10,000 円～20,000 円未満」が 29.1％で最も高くなっており、次いで「5,000 円～10,000

円未満」が 24.8％となっています。年代別にみると、10～20歳代は「10,000円～20,000円未満」が

高く、30～40歳代は「5,000円～10,000円未満」が高く、50～60歳代は「10,000円～20,000円未満」

が高く、70歳代以上は「5,000円未満」が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15.2

18.8

20.0

6.9

21.7

24.8

12.5

34.0

31.0

8.7

29.1

37.5

30.0

32.8

8.7

1.8

3.1

2.0

1.7

29.1

28.1

14.0

27.6

60.9

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(n=165)

10～20歳代(n=32)

30～40歳代(n=50)

50～60歳代(n=58)

70歳代以上(n=23)

【女性・年代別】一人当たりの支出として許容できる金額

5,000円未満 5,000円～10,000円未満 10,000円～20,000円未満 20,000円以上 無回答
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問 あなたは都市農村交流センターを利用したことがありますか。（SA） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「利用したことがある」が 37.1％、「都市農村交流センターを知っているが、利用したことはない」

が 33.3％、「都市農村交流センターを知らず、利用したこともない」が 28.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男性について「利用したことがある」との回答は、全体が 36.3％、10～20歳代が 24.1％、30～40歳代

が 55.6％、50～60歳代が 31.4％、70歳代以上が 20.0％となっています。一方、「都市農村交流センター

を知らず、利用したこともない」は 10～20歳代と 70歳代以上が他の年代よりも高くなっています。 

 

 

37.1

33.3

28.7

0.9

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

利用したことがある

都市農村交流センターを知っているが、利用したことはない

都市農村交流センターを知らず、利用したこともない

無回答

n=321

都市農村交流センターの利用状況

36.3

24.1

55.6

31.4

20.0

33.6

31.0

22.2

45.1

35.0

30.1

44.8

22.2

23.5

45.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(n=146)

10～20歳代(n=29)

30～40歳代(n=45)

50～60歳代(n=51)

70歳代以上(n=20)

【男性・年代別】都市農村交流センターの利用状況

利用したことがある 都市農村交流センターを知っているが、利用したことはない

都市農村交流センターを知らず、利用したこともない 無回答
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女性について「利用したことがある」との回答は、全体が 37.6％、10～20歳代が 40.6％、30～40歳代

が 60.0％、50～60歳代が 27.6％、70歳代以上が 13.0％となっています。一方、「都市農村交流センター

を知らず、利用したこともない」は 10～20歳代と 70歳代以上が男性と同様に他の年代よりも高くなって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

37.6

40.6

60.0

27.6

13.0

33.3

21.9

28.0

41.4

43.5

27.9

37.5

12.0

31.0

39.1

1.2

4.3

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(n=165)

10～20歳代(n=32)

30～40歳代(n=50)

50～60歳代(n=58)

70歳代以上(n=23)

【女性・年代別】都市農村交流センターの利用状況

利用したことがある 都市農村交流センターを知っているが、利用したことはない

都市農村交流センターを知らず、利用したこともない 無回答
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問 前問で「利用したことがある」と回答した方に質問です。 

都市農村交流センター内でよく利用する施設を教えてください。（MA） 

また、その利用頻度も併せて教えてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「流水・幼児プール」が 75.6％で最も高く、次いで、「テニスコート」が 42.9％、「バーベキュー

場」が 39.5％、「昆虫ドーム」が 37.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男性がよく利用する施設について、全体では「流水・幼児プール」、「テニスコート」、「バーベキュ

ー場」、「交流センター管理事務所（本館・新館）」、「野球場」の順となっています。10～20 歳代から

50～60 歳代の年代では、全体と同様「流水・幼児プール」が最も高くなっています。また、70 歳代

以上は「バーベキュー場」が最も高くなっています。 

75.6

42.9

39.5

37.0

35.3

31.1

30.3

30.3

28.6

26.9

25.2

25.2

4.2

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

流水・幼児プール

テニスコート

バーベキュー場

昆虫ドーム

交流センター管理事務所（本館・新館）

都市農村総合交流ターミナル施設

野球場

農林産物加工施設

ログハウス

森の子ランド

体験農園

体験炭窯

無回答

n=119

都市農村交流センターでよく利用する施設

71.7

39.6

37.7

34.0

34.0

57.1

42.9

28.6

0.0

28.6

88.0

32.0

28.0

32.0

40.0

75.0

56.3

50.0

56.3

37.5

0.0

25.0

50.0

0.0

0.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

流水・幼児プール

テニスコート

バーベキュー場

交流センター管理事務所（本館・新館）

野球場

【男性・年代別】よく利用する施設（上位５施設）

全体(n=53)

10～20歳代(n=7)

30～40歳代(n=25)

50～60歳代(n=16)

70歳代以上(n=4)
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女性がよく利用する施設について、全体では「流水・幼児プール」、「テニスコート」、「バーベキュ

ー場」、「昆虫ドーム」、「農林産物加工施設」の順となっています。10～20歳代は「テニスコート」と

「流水・幼児プール」が同率で高く、30～40歳代と 50～60歳代は、全体と同様「流水・幼児プール」

が最も高くなっています。また、70歳代以上は「農林産物加工施設」が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

79.0

46.8

43.5

43.5

35.5

69.2

69.2

38.5

30.8

30.8

90.0

46.7

43.3

43.3

33.3

75.0

31.3

50.0

56.3

31.3

33.3

33.3

33.3

33.3

100.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

流水・幼児プール

テニスコート

バーベキュー場

昆虫ドーム

農林産物加工施設

【女性・年代別】よく利用する施設（上位５施設）

全体(n=62)

10～20歳代(n=13)

30～40歳代(n=30)

50～60歳代(n=16

70歳代以上(n=3)
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施設の利用頻度について、「週１回以上」は回答がありませんでした。「月に１回以上」は「都市農

村総合交流ターミナル施設」の回答割合が最も高く、次いで、「テニスコート」、「流水・幼児プール」、

「バーベキュー場」、「昆虫ドーム」、「農林産物加工施設」が同率で続いています。「年に数回程度」

は「流水・幼児プール」の回答割合が最も高く、次いで「交流センター管理事務所（本館・新館）」、

「テニスコート」、「バーベキュー場」となっています。 

 

 

 

 

0.8

0.8

0.8

0.8

2.5

0.8

13.4

9.2

5.9

41.2

3.4

7.6

4.2

0.8

0.8

0.8

5.9

4.2

21.8

32.8

24.4

33.6

25.2

31.1

32.8

24.4

24.4

26.1

22.7

25.2

64.7

57.1

69.7

24.4

71.4

60.5

62.2

74.8

74.8

73.1

68.9

69.7

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

交流センター管理事務所（本館・新館）

テニスコート

野球場

流水・幼児プール

ログハウス

バーベキュー場

昆虫ドーム

体験農園

体験炭窯

森の子ランド

都市農村総合交流ターミナル施設

農林産物加工施設

n=119
各施設の利用頻度

週1回以上 月に１回以上 年に数回程度 ほぼ利用しない 無回答
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問 都市農村交流センターを「利用したことがある」と回答した方に質問です。 

現在の都市農村交流センターに対する満足度を教えてください。（SA） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「普通」との回答が 61.3％で最も高くなっています。「満足」と「やや満足」の合計が 13.4％、「や

や不満」と「不満」の合計が 21.0％となり、不満が満足を若干上回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男性の 10～20 歳代は「満足」と「やや満足」の合計が 28.6％で、他の年代に比べ満足度が高くな

っています。一方、50～60 歳代は「やや不満」と「不満」の合計が 50.0％となり、他の年代に比べ

高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.0 8.4 61.3 14.3 6.7 4.2

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

n=119

現在の都市農村交流センターに対する満足度

満足 やや満足 普通 やや不満 不満 無回答

3.8

14.3

5.7

14.3

4.0

25.0

58.5

42.9

68.0

50.0

75.0

18.9

14.3

12.0

37.5

9.4

12.0

12.5

3.8

14.3

4.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(n=53)

10～20歳代(n=7)

30～40歳代(n=25)

50～60歳代(n=16)

70歳代以上(n=4)

【男性・年代別】都市農村交流センターの満足度

満足 やや満足 普通 やや不満 不満 無回答
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女性の 10～20 歳代は「満足」と「やや満足」の合計が 23.1％で、男性と同様に他の年代に比べ満

足度が高くなっています。また、30～40 歳代と 50～60 歳代も「満足」と「やや満足」の割合が高く

なっています。 

 

 

 

 

問 満足度について「満足」「やや満足」と回答した方は、都市農村交流センターの好きなところ

を教えてください。 

「やや不満」「不満」と回答した方は、現在の都市農村交流センターに対して不満を感じる理

由や改善要望を教えてください。（記述式） 

 

【「満足」「やや満足」と回答した人の意見】 

▶ 応対が良い。 

▶ 受付の人が優しい。 

▶ 興味のあることには参加している。仲間と知り合えるのは良い経験だと思う。 

▶ 設備が十分にあり、費用も安価で利用しやすい。非常に混雑することもないため、人混みで疲れる

こともない。 

▶ いろいろ充実していてよい。 

▶ プールは混雑していなければ休憩用に小さなプール用テントを設置でき家庭で楽しめる。 

▶ プールは利用料金が安いので気軽に利用できた。 

▶ 近場にプールがあるのはありがたい。 

▶ 小学生のときに行った流れるプールが楽しかった。 

▶ 昔、バーベキュー場を利用したことがあるが、大人数でも広いのでよかった。 

 

6.5

15.4

3.3

6.3

11.3

7.7

13.3

12.5

64.5

53.8

63.3

68.8

100.0

8.1

13.3

6.3

4.8

7.7

6.7

4.8

15.4

6.3

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(n=62)

10～20歳代(n=13)

30～40歳代(n=30)

50～60歳代(n=16)

70歳代以上(n=3)

【女性・年代別】都市農村交流センターの満足度

満足 やや満足 普通 やや不満 不満 無回答
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【「やや不満」「不満」と回答した人の意見】 

▶ 便が良くない。 

▶ 価格。 

▶ 雰囲気が暗い。駐車場も狭い。立ち寄っても見るものもなく人もいないので、なかなか行きづらい。 

▶ うす暗くて、運営されているのか不明。ホームページが余り更新されていない、分かりにくい。 

▶ ガラが悪い。 

▶ 何もない！ 

▶ 展示物等に変化がなく、わざわざ行こうという気にならない。 

▶ 行きたくなるような魅力や施設がない。 

▶ 気軽に利用できる施設が少ないから利用したいと思わない。 

▶ 地方から来る人は思わないかもしれないが、住民は飽きてしまう。 

▶ 高齢者も利用できるような施設、（例）ウエートトレーニング場、リハビリ施設など、トレーニン

グルームの設置、オーガニック料理教室、オーガニック農作物栽培体験、指導施設など。 

▶ 定期的な体験教室みたいなものを実施してもらいたい。 

▶ 町外の人がもう一度来たいと思うようなイベントを年に数回実施してほしい。 

▶ 食事や売店の充実を希望する。 

▶ 15年くらい前のうどんが食べられたり、直売所があった頃が好き。 

▶ 野球場の芝と土の境の段差がはっきりしており、危険。 

▶ クレーコートからオムニコートへ替えてもらいたい。 

▶ 水ハケが悪い、砂、草、ごみ等多く汚れている。 

▶ 施設が古く老朽化している。 

▶ 老朽化、予算等の事情もあり仕方ないと思うが…。 

▶ 清潔感がない。 

▶ プールのトイレなど古い（汚い） 

▶ 汚いので行きたくない。 

▶ 流水・幼児プールを利用したが、日陰がなく、テントを持ち込んでもかなり暑かった。 

▶ 20年以上利用したことがないので、現在のところは分からない。以前、プール利用時、日陰が無く

荷物置場等に困った。 

 

【「普通」と回答した人の意見】 

▶ 利用料金が町民は安くて助かるが、町民以外の友人を呼ぶには料金がかさむので気が引ける。 
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問 「都市農村交流センターを知っているが、利用したことはない」と回答した方に質問です。 

都市農村交流センターを利用しない理由を教えてください。（MA） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「施設名は知っているが、どのようなことが体験できるのか分からない」が 42.1％で最も高く、次

いで「利用したい施設機能がない」が 30.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

42.1

30.8

11.2

2.8

0.9

0.0

11.2

15.9

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

施設名は知っているが、どのような

ことが体験できるのか分からない

利用したい施設機能がない

利用方法（予約方法）が分からない

都市農村交流センターまでの交通手段がない

利用料金が高い

施設機能が類似した別の施設を利用している

その他

無回答

n=107

都市農村交流センターを利用しない理由
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問 「都市農村交流センターを知っているが、利用したことはない」と回答した方に質問です。 

都市農村交流センター内で利用してみたい施設機能はありますか。（MA） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「バーベキュー場」が 42.1％で最も高く、次いで「ログハウス」が 15.0％、「流水・幼児プール」

が 11.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20.6

15.0

11.2

8.4

8.4

7.5

6.5

5.6

4.7

2.8

2.8

1.9

45.8

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

バーベキュー場

ログハウス

流水・幼児プール

テニスコート

農林産物加工施設

体験農園

昆虫ドーム

体験炭窯

都市農村総合交流ターミナル施設

野球場

森の子ランド

交流センター管理事務所（本館・新館）

無回答

n=107

交流センター内で利用してみたい施設機能



 

33 

問 都市農村交流センターにどのような施設機能やサービスがあると利用しやすいですか。

（MA） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「長柄町及び周辺地域の名産品等を楽しめるレストラン・飲食スペース」が 39.3％で最も高く、次

いで「気軽に利用できる軽飲食提供機能（カフェ、キッチンカーなど）」が 38.6％、「子どもが楽しめ

る広い公園や遊具，雨天時も利用できる遊び場」が 36.4％となっています。 

 

 

39.3

38.6

36.4

25.5

25.5

21.5

17.1

14.3

12.5

9.3

7.5

5.9

4.4

6.9

14.3

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

長柄町及び周辺地域の名産品等を

楽しめるレストラン・飲食スペース

気軽に利用できる軽飲食提供機能

（カフェ、キッチンカーなど）

子どもが楽しめる広い公園や遊具，

雨天時も利用できる遊び場

家族でも習い事等でも利用できるスポーツ施設

多目的に利用できる広場

自然を活かしたキャンプ・グランピング・アスレチック

少人数から大人数までに対応できる宿泊機能

ものづくりや調理などの体験機能

自然に触れられるイベント等の開催

周辺の観光施設をめぐるバスなどの交通機能

（バス・シェアサイクル）

自転車利用者向けのサービス

長柄ダムに関連する情報発信機能

周辺観光施設やグリーンツーリズム

に関する観光案内機能

その他

無回答

n=321

交流センターにあると利用しやすい施設機能
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問 あなたは将来も長柄町に住み続けたいと思いますか。（SA） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ずっと住み続けたい」は 24.6％、「できれば住み続けたい」は 29.3％で、合わせて 53.9％となり、

定住意向を示す人の割合は５割強となっています。一方、「できれば転出したい」は 21.5％、「転出す

るつもり」は 6.5％で、合わせて 28.0％となり、転出意向を示す人の割合は３割弱となっています。

前回と比較すると、定住意向を示す人の割合が若干高まり、転出意向を示す人の割合が若干低下して

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男性について、全体では「ずっと住み続けたい」が 26.7％、「できれば住み続けたい」が 38.4％で、

合わせて 65.1％となり、定住意向を示す人の割合は６割半ばとなっています。年代別に「ずっと住み

続けたい」の割合をみると、10～20 歳代の 6.9％に対し、70 歳代以上は 60.0％となっており、年代

が高くなるほど、割合も高くなっています。一方、「できれば転出したい」と「転出するつもり」を

合わせた転出意向を示す人は、10～20歳代が 27.5％、30～40歳代が 31.1％となっており、50歳代以

降の世代に比べ高くなっています。 

 

24.6

19.9

29.3

31.6

21.5

21.6

6.5

10.4

14.3

13.5

3.7

3.1

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

今回(n=321)

前回(n=453)

将来も長柄町に住み続けたいか

ずっと住み続けたい できれば住み続けたい できれば転出したい 転出するつもり わからない 無回答

26.7

6.9

20.0

29.4

60.0

38.4

44.8

35.6

43.1

25.0

13.7

10.3

22.2

11.8

5.0

6.8

17.2

8.9

2.0

11.6

13.8

11.1

11.8

10.0

2.7

6.9

2.2

2.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(n=146)

10～20歳代(n=29)

30～40歳代(n=45)

50～60歳代(n=51)

70歳代以上(n=20)

【男性・年代別】将来も長柄町に住み続けたいか

ずっと住み続けたい できれば住み続けたい できれば転出したい 転出するつもり わからない 無回答
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女性について、全体では「ずっと住み続けたい」が 23.6％、「できれば住み続けたい」が 21.2％で、

合わせて 44.8％となり、定住意向を示す人の割合は４割強となっており、男性に比べ低くなっていま

す。年代別に「ずっと住み続けたい」の割合をみると、10～20 歳代の 6.3％に対し、70 歳代以上は

65.2％となっており、年代が高くなるほど、割合も高くなっています。一方、「できれば転出したい」

と「転出するつもり」を合わせた転出意向を示す人は、10～20歳代が 53.2％、30～40歳代が 48.0％

となっており、半数以上若しくは半数近くの人が転出意向を示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

23.6

6.3

14.0

25.9

65.2

21.2

18.8

20.0

25.9

17.4

27.9

31.3

42.0

25.9

6.7

21.9

6.0

15.8

18.8

18.0

19.0

4.8

3.1

3.4

17.4

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

全体(n=165)

10～20歳代(n=32)

30～40歳代(n=50)

50～60歳代(n=58)

70歳代以上(n=23)

【女性・年代別】将来も長柄町に住み続けたいか

ずっと住み続けたい できれば住み続けたい できれば転出したい 転出するつもり わからない 無回答
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問 「ずっと住み続けたい」「できれば住み続けたい」と答えた方におたずねします。 

その理由は何ですか。（MA） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「愛着がある」が 59.5％で回答割合が最も高く、次いで「自然環境が良い」が 50.9％、「地域での

人間関係が良い」が 31.2％となっています。前回は、「自然環境が良い」が最も高くなっていました

が、今回は、前回第２位の「愛着がある」が第１位となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

59.5

50.9

31.2

27.7

15.6

13.3

9.8

6.4

6.4

5.2

4.6

2.3

0.6

0.0

7.5

1.2

55.4

65.2

27.0

19.3

10.7

8.2

9.9

5.2

10.3

2.6

4.7

3.0

0.9

0.0

9.0

3.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

愛着がある

自然環境が良い

地域での人間関係が良い

周辺都市に出かけやすい

職場・学校までの距離が近い

就業の場がある

住宅事情が良い

買物など消費生活が便利

医療や福祉サービスが充実している

子どもの教育のため

防災・防犯・交通安全などの安全対策が行き届いている

文化・スポーツ施設に恵まれている

娯楽・レクリエーション施設が多い

子どもの就職のため

その他

無回答

住み続けたい理由

今回(n=173)

前回(n=233)
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問 「ずっと住み続けたい」「できれば住み続けたい」と答えた方におたずねします。 

その理由は何ですか。（MA） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「買物など消費生活が不便」が 76.7％で回答割合が最も高く、次いで「就業の場がない」が 35.6％、

「職場・学校までの距離が遠い」が 34.4％となっています。第１位の「買物など消費生活が不便」が

前回と同様に最も高くなっていますが、今回は、女性の社会進出が進む中、前回第４位の「就業の場

がない」が第２位となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

73.1

35.2

37.2

39.3

18.6

20.7

9.0

8.3

11.7

9.0

5.5

12.4

3.4

2.1

9.7

0.0

76.7

35.6

34.4

33.3

30.0

24.4

18.9

14.4

13.3

10.0

10.0

8.9

5.6

3.3

14.4

1.1

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

買物など消費生活が不便

就業の場がない

職場・学校までの距離が遠い

周辺都市に出かけにくい

医療や福祉サービスが充実していない

娯楽・レクリエーション施設が少ない

子どもの教育のため

文化・スポーツ施設が少ない

住宅事情が悪い

地域での人間関係が良くない

防災・防犯・交通安全などの安全対策が行き届いていない

愛着がない

子どもの就職のため

自然環境が良くない

その他

無回答

転出を考えている理由

前回(n=145)

今回(n=90)
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（４）町の施策について 

問 次のようなことについて、日々の暮らしの中でどのように感じていますか。（SA） 

 

■基盤の整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画的な土地利用（自然と開発のバランス）について「満足」と「やや満足」の合計は 38.0％、「や

や不満」と「不満」の合計は 53.9％となり、不満とする割合が高くなっています。 

前回と比べると、「満足」と「やや満足」の合計割合が 7.8ポイント上昇しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

道路の整備（道路網の整備、生活道路の拡幅など）について「満足」と「やや満足」の合計は 47.3％、

「やや不満」と「不満」の合計は 46.8％となり、満足と不満の割合がほぼ同率となっています。 

前回と比べると、「満足」と「やや満足」の合計割合が 9.5ポイント上昇しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

公園・緑地の整備について「満足」と「やや満足」の合計は 33.4％、「やや不満」と「不満」の合

計は 58.9％となり、不満とする割合が高くなっています。 

前回と比べると、「満足」と「やや満足」の合計割合が 4.3ポイント上昇しています 

4.7

2.6

33.3

27.6

35.5

41.3

18.4

20.3

8.1

8.2

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

今回(n=321)

前回(n=453)

計画的な土地利用

満足 やや満足 やや不満 不満 無回答

8.7

4.0

38.6

33.8

31.2

37.3

15.6

19.9

5.9

5.1

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

今回(n=321)

前回(n=453)

道路の整備

満足 やや満足 やや不満 不満 無回答

4.4

3.3

29.0

25.8

41.1

41.7

17.8

22.5

7.8

6.6

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

今回(n=321)

前回(n=453)

公園・緑地の整備

満足 やや満足 やや不満 不満 無回答
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河川・水路の整備（河川改修・排水路整備の促進）について「満足」と「やや満足」の合計は 35.8％、

「やや不満」と「不満」の合計は 56.6％となり、不満とする割合が高くなっています。 

前回と比べると、「満足」と「やや満足」の合計割合が 10.1ポイント上昇しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水道と浄化槽の整備促進や下水道の整備について「満足」と「やや満足」の合計は 58.2％、「やや

不満」と「不満」の合計は 33.6％となり、満足とする割合が高くなっています。 

前回と比べると、「満足」と「やや満足」の合計割合が 3.2ポイント上昇しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

公共交通の確保（バス交通その他交通機関の維持や充実）について「満足」と「やや満足」の合計

は 13.0％、「やや不満」と「不満」の合計は 80.7％となり、不満とする割合が高くなっています。 

前回と比べると、「満足」と「やや満足」の合計割合が 2.0ポイント低下し、「やや不満」と「不満」

の合計割合が 0.8ポイント上昇しています。 

 

 

 

 

3.4

3.8

32.4

21.9

36.4

37.7

20.2

31.3

7.5

5.3

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

今回(n=321)

前回(n=453)

河川・水路の整備

満足 やや満足 やや不満 不満 無回答

14.3

10.6

43.9

44.4

24.6

26.0

9.0

12.6

8.1

6.4

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

今回(n=321)

前回(n=453)

水道と浄化槽の整備促進や下水道の整備

満足 やや満足 やや不満 不満 無回答

1.2

2.2

11.8

12.8

29.3

32.0

51.4

47.9

6.2

5.1

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

今回(n=321)

前回(n=453)

公共交通の確保

満足 やや満足 やや不満 不満 無回答
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情報基盤の整備（インターネットなど通信環境の充実）について「満足」と「やや満足」の合計は

41.5％、「やや不満」と「不満」の合計は 50.5％となり、不満とする割合が高くなっています。 

前回と比べると、「満足」と「やや満足」の合計割合が 6.0ポイント上昇しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地籍調査の推進（土地所有者の把握や境界確認など）について「満足」と「やや満足」の合計は 62.9％、

「やや不満」と「不満」の合計は 29.9％となり、満足とする割合が高くなっています。 

前回と比べると、「満足」と「やや満足」の合計割合が 4.6ポイント上昇しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.9

6.8

34.6

28.7

34.6

33.8

15.9

23.0

8.1

7.7

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

今回(n=321)

前回(n=453)

情報基盤の整備

満足 やや満足 やや不満 不満 無回答

14.6

9.7

48.3

48.6

22.7

25.6

7.2

10.8

7.2

5.3

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

今回(n=321)

前回(n=453)

地籍調査の推進

満足 やや満足 やや不満 不満 無回答
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■健康・福祉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保健、医療の充実（健康づくり、母子保健、医療環境など）について「満足」と「やや満足」の合

計は 62.0％、「やや不満」と「不満」の合計は 31.4％となり、満足とする割合が高くなっています。 

前回と比べると、「満足」と「やや満足」の合計割合が 3.7ポイント上昇しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福祉の充実（障がい者、高齢者、子育て支援など）について「満足」と「やや満足」の合計は 56.4％、

「やや不満」と「不満」の合計は 37.7％となり、満足とする割合が高くなっています。 

前回と比べると、「満足」と「やや満足」の合計割合が 1.6ポイント上昇しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12.5

9.3

43.9

45.5

27.4

28.0

10.3

11.7

5.9

5.5

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

今回(n=321)

前回(n=453)

福祉の充実

満足 やや満足 やや不満 不満 無回答

12.8

9.7

49.2

48.6

22.1

25.6

9.3

10.8

6.5

5.3

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

今回(n=321)

前回(n=453)

保健、医療の充実

満足 やや満足 やや不満 不満 無回答
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■教育・文化 

 

 

 

 

 

 

 

 

幼児教育の充実（保育、教育など）について「満足」と「やや満足」の合計は 63.2％、「やや不満」

と「不満」の合計は 26.2％となり、満足とする割合が高くなっています。 

前回と比べると、「満足」と「やや満足」の合計割合が 5.2ポイント上昇しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育の充実（小、中学校の教育環境など）について「満足」と「やや満足」の合計は 55.7％、

「やや不満」と「不満」の合計は 33.0％となり、満足とする割合が高くなっています。 

前回と比べると、「満足」と「やや満足」の合計割合が 1.3ポイント低下し、「やや不満」と「不満」

の合計割合が 1.2ポイント上昇しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生涯学習の充実（公民館、家庭教育学級など）について「満足」と「やや満足」の合計は 58.6％、

「やや不満」と「不満」の合計は 29.9％となり、満足とする割合が高くなっています。 

前回と比べると、「満足」と「やや満足」の合計割合が 9.1ポイント上昇しています。 

 

 

16.5

10.8

46.7

47.2

20.9

23.2

5.3

6.2

10.6

12.6

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

今回(n=321)

前回(n=453)

幼児教育の充実

満足 やや満足 やや不満 不満 無回答

11.5

10.2

44.2

46.8

26.5

23.4

6.5

8.4

11.2

11.3

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

今回(n=321)

前回(n=453)

学校教育の充実

満足 やや満足 やや不満 不満 無回答

10.3

6.2

48.3

43.3

25.9

32.0

4.0

7.3

11.5

11.3

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

今回(n=321)

前回(n=453)

生涯学習の充実

満足 やや満足 やや不満 不満 無回答
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スポーツ・レクリエーションの推進について「満足」と「やや満足」の合計は 48.9％、「やや不満」

と「不満」の合計は 39.2％となり、満足とする割合が高くなっています。 

前回と比べると、「満足」と「やや満足」の合計割合が 2.4ポイント上昇しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文化財の保護（史跡、文化財の保護、継承）について「満足」と「やや満足」の合計は 48.9％、「や

や不満」と「不満」の合計は 39.2％となり、満足とする割合が高くなっています。 

前回と比べると、「満足」と「やや満足」の合計割合が 2.4ポイント上昇しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交流活動の推進（こども・住民同士、地域間交流）について「満足」と「やや満足」の合計は 50.5％、

「やや不満」と「不満」の合計は 38.3％となり、満足とする割合が高くなっています。 

前回と比べると、「満足」と「やや満足」の合計割合が 2.2ポイント上昇しています。 

 

 

 

 

5.6

5.7

43.3

40.8

32.7

33.3

6.5

9.5

11.8

10.6

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

今回(n=321)

前回(n=453)

スポーツ・レクリエーションの推進

満足 やや満足 やや不満 不満 無回答

10.0

10.2

51.4

51.4

20.6

23.2

6.2

4.2

11.8

11.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

今回(n=321)

前回(n=453)

文化財の保護

満足 やや満足 やや不満 不満 無回答

5.3

5.3

45.2

43.0

32.4

33.3

5.9

8.6

11.2

9.7

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

今回(n=321)

前回(n=453)

交流活動の推進

満足 やや満足 やや不満 不満 無回答
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■生活環境の整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

ごみ、し尿処理の充実について「満足」と「やや満足」の合計は 69.8％、「やや不満」と「不満」

の合計は 24.0％となり、満足とする割合が高くなっています。 

前回と比べると、「満足」と「やや満足」の合計割合が 4.1ポイント上昇しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境保全の推進（地域と地球環境保全、公害の防止）について「満足」と「やや満足」の合計は 69.8％、

「やや不満」と「不満」の合計は 24.0％となり、満足とする割合が高くなっています。 

前回と比べると、「満足」と「やや満足」の合計割合が 4.1ポイント上昇しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

美しい景観の創造と保全について「満足」と「やや満足」の合計は 56.1％、「やや不満」と「不満」

の合計は 34.9％となり、満足とする割合が高くなっています。 

前回と比べると、「満足」と「やや満足」の合計割合が 5.8ポイント上昇しています。 

 

 

 

18.7

18.5

51.1

47.2

17.8

21.6

6.2

8.2

6.2

4.4

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

今回(n=321)

前回(n=453)

ごみ、し尿処理の充実

満足 やや満足 やや不満 不満 無回答

11.2

7.3

48.9

45.3

22.1

31.8

8.1

7.7

9.7

7.9

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

今回(n=321)

前回(n=453)

環境保全の推進

満足 やや満足 やや不満 不満 無回答

10.6

6.4

45.5

43.9

26.8

33.1

8.1

7.7

9.0

8.8

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

今回(n=321)

前回(n=453)

美しい景観の創造と保全

満足 やや満足 やや不満 不満 無回答
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住宅の整備充実（宅地開発や居住環境の向上）について「満足」と「やや満足」の合計は 42.4％、

「やや不満」と「不満」の合計は 48.0％となり、不満とする割合が高くなっていますが、前回と比べ

ると、「満足」と「やや満足」の合計割合が 6.0ポイント上昇しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交通安全の充実について「満足」と「やや満足」の合計は 53.9％、「やや不満」と「不満」の合計

は 38.4％となり、満足とする割合が高くなっています。 

前回と比べると、「満足」と「やや満足」の合計割合が 5.2ポイント上昇しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

消防、防災、防犯の充実について「満足」と「やや満足」の合計は 61.1％、「やや不満」と「不満」

の合計は 30.9％となり、満足とする割合が高くなっています。 

前回と比べると、「満足」と「やや満足」の合計割合が 4.8ポイント上昇しています。 

 

 

6.9

3.1

35.5

33.3

32.4

42.2

15.6

12.4

9.7

9.1

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

今回(n=321)

前回(n=453)

住宅の整備充実

満足 やや満足 やや不満 不満 無回答

9.0

7.9

44.9

40.8

28.7

33.3

9.7

10.4

7.8

7.5

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

今回(n=321)

前回(n=453)

交通安全の充実

満足 やや満足 やや不満 不満 無回答

10.3

10.2

50.8

46.1

23.7

29.8

7.2

6.6

8.1

7.3

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

今回(n=321)

前回(n=453)

消防、防災、防犯の充実

満足 やや満足 やや不満 不満 無回答
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建築物の安全性の確保（耐震診断と耐震改修の推進）について「満足」と「やや満足」の合計は 47.0％、

「やや不満」と「不満」の合計は 44.0％となり、満足の割合が不満を若干上回っていますが、その差

は少なくなっています。 

前回と比べると、「満足」と「やや満足」の合計割合が 8.2ポイント上昇しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.2

4.4

40.8

34.4

34.3

40.0

9.7

11.5

9.0

9.7

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

今回(n=321)

前回(n=453)

建築物の安全性の確保

満足 やや満足 やや不満 不満 無回答
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■産業の振興 

 

 

 

 

 

 

 

 

農林業の振興（農業後継者の育成、農用地の保全など）について「満足」と「やや満足」の合計は

37.1％、「やや不満」と「不満」の合計は 53.3％となり、不満とする割合が高くなっています。 

前回と比べると、「満足」と「やや満足」の合計割合が 1.7ポイント低下し、「やや不満」と「不満」

の合計割合が 1.8ポイント上昇しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

商工業の振興（企業誘致や雇用の促進など）について「満足」と「やや満足」の合計は 30.5％、「や

や不満」と「不満」の合計は 58.9％となり、不満とする割合が高くなっています。 

前回と比べると、「満足」と「やや満足」の合計割合が 5.5ポイント上昇しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

観光、余暇産業の振興（観光資源の整備、グリーンツーリズムの推進など）について「満足」と「や

や満足」の合計は 35.9％、「やや不満」と「不満」の合計は 53.0％となり、不満とする割合が高くな

っています。 

前回と比べると、「満足」と「やや満足」の合計割合が 4.8ポイント上昇しています。 

 
 

5.3

4.4

31.8

34.4

36.8

40.0

16.5

11.5

9.7

9.7

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

今回(n=321)

前回(n=453)

農林業の振興

満足 やや満足 やや不満 不満 無回答

3.4

2.0

27.1

23.0

39.3

40.0

19.6

24.7

10.6

10.4

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

今回(n=321)

前回(n=453)

商工業の振興

満足 やや満足 やや不満 不満 無回答

4.4

3.1

31.5

28.0

38.0

37.7

15.0

19.9

11.2

11.3

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

今回(n=321)

前回(n=453)

観光、余暇産業の振興

満足 やや満足 やや不満 不満 無回答
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■地域・協働 

 

 

 

 

 

 

 

 

コミュニティの充実（自治会など地域のつながり）について「満足」と「やや満足」の合計は 51.1％、

「やや不満」と「不満」の合計は 42.1％となり、満足とする割合が高くなっています。 

前回と比べると、「満足」と「やや満足」の合計割合は 0.8 ポイント上昇していますが、ほぼ同様

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町民参加の促進（町民参加のまちづくり）について「満足」と「やや満足」の合計は 46.4％、「や

や不満」と「不満」の合計は 43.3％となり、満足の割合が不満を若干上回っていますが、その差は少

なくなっています。 

前回と比べると、「満足」と「やや満足」の合計割合は 1.4 ポイント上昇していますが、ほぼ同様

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女共同参画の推進について「満足」と「やや満足」の合計は 44.9％、「やや不満」と「不満」の

合計は 43.0％となり、満足の割合が不満を若干上回っていますが、その差は少なくなっています。 

前回と比べると、「満足」と「やや満足」の合計割合は 2.8 ポイント上昇していますが、ほぼ同様

となっています。 

7.8

7.9

43.3

42.4

31.5

31.3

10.6

10.2

6.9

8.2

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

今回(n=321)

前回(n=453)

コミュニティの充実

満足 やや満足 やや不満 不満 無回答

6.5

5.3

39.9

39.7

33.3

34.7

9.7

10.2

10.6

10.2

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

今回(n=321)

前回(n=453)

町民参加の促進

満足 やや満足 やや不満 不満 無回答

4.7

2.4

40.2

39.7

35.2

36.4

7.8

9.9

12.1

11.5

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

今回(n=321)

前回(n=453)

男女共同参画の推進

満足 やや満足 やや不満 不満 無回答



 

49 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボランティア活動の推進について「満足」と「やや満足」の合計は 51.1％、「やや不満」と「不満」

の合計は 38.3％となり、満足とする割合が高くなっています。 

前回と比べると、「満足」と「やや満足」の合計割合は 0.8 ポイント低下していますが、ほぼ同様

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行政の充実（効率的で効果的な行政運営）について「満足」と「やや満足」の合計は 42.3％、「や

や不満」と「不満」の合計は 47.3％となり、不満とする割合が高くなっています。 

前回と比べると、「満足」と「やや満足」の合計割合は 7.2ポイント上昇しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

財政の充実（財源確保と財政の健全性確保）について「満足」と「やや満足」の合計は 43.3％、「や

や不満」と「不満」の合計は 46.5％となり、不満とする割合がやや上回っています。 

前回と比べると、「満足」と「やや満足」の合計割合は 9.3ポイント上昇しています。 

 

 

 

 

6.2

7.3

44.9

44.6

30.5

30.2

7.8

7.9

10.6

9.9

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

今回(n=321)

前回(n=453)

ボランティア活動の推進

満足 やや満足 やや不満 不満 無回答

3.7

3.1

38.6

32.0

33.3

38.2

14.0

16.8

10.3

9.9

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

今回(n=321)

前回(n=453)

行政の充実

満足 やや満足 やや不満 不満 無回答

3.4

2.4

39.9

31.6

31.5

39.3

15.0

16.6

10.3

10.2

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

今回(n=321)

前回(n=453)

財政の充実

満足 やや満足 やや不満 不満 無回答
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（５）これからのまちづくりについて 

 

問 これからのまちづくりは、行政と町民の役割分担を検討していくことが求められています。

あなたの考えに近いものはどれですか。（SA） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「町民と行政が適切な役割分担を協議して、進めていくべき」が 55.5％で最も高く、次いで「まち

づくりは行政が行うもので、町民は必要に応じて支援をするべき」が 13.7％となっています。 

前回と比較すると、回答結果はほぼ同傾向となっています。 

 

問 今後、町の人口減少や厳しい財政状況が見込まれる中、行政運営を継続していくためには、

町民の費用負担に影響が及ぶことが考えられます。行政サービスと町民負担のあり方につ

いて、どのように考えていますか。（SA） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「町民全体の負担が増えないように、行政サービスをある程度縮小・廃止するべき」が 29.6％で最

も高く、次いで「行政サービスの維持・充実のために、町民負担が増えるのはやむを得ない」が 23.4％

となっています。 

前回と比較すると、回答結果はほぼ同傾向となっています。 

29.6

23.4

19.9

18.1

3.7

5.3

26.0

21.9

18.8

22.5

6.8

4.0

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

町民全体の負担が増えないように、行政

サービスをある程度縮小・廃止するべき

行政サービスの維持・充実のために、

町民負担が増えるのはやむを得ない

行政サービスを直接受ける人の負担を増やす

べきで、町民全体の負担増は反対である

わからない

その他

無回答

行政サービスと町民負担のあり方

今回(n=321)

前回(n=453)

55.5

13.7

13.1

9.0

4.0

0.6

4.0

53.2

15.2

13.2

8.4

4.2

2.2

3.5

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

町民と行政が適切な役割分担を

協議して、進めていくべき

まちづくりは行政が行うもので、

町民は必要に応じて支援をするべき

わからない

まちづくりは町民が行うもので、

行政は必要に応じて支援をするべき

町民は税を納めているのだから、

まちづくりは行政のみで行うべき

その他

無回答

行政と町民の役割分担

今回(n=321)

前回(n=453)
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問 いま、長柄町が推し進めるべきだと思うものは何ですか。（MA） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「鉄道やバスなどの交通体系の充実」が 46.4％で最も高く、次いで「定住の推進などの人口減少対

策」が 35.8％、「道路や河川の整備などの生活基盤の充実」が 33.3％となっています。 

前回は、「道路や河川の整備などの生活基盤の充実」が第２位となっていましたが、今回は「定住

の推進などの人口減少対策」が第２位となっています。 

 

 

 

46.4

35.8

33.3

25.9

21.8

21.8

19.6

14.0

13.7

12.5

11.5

7.8

6.5

3.4

4.0

2.5

43.3

33.3

41.5

24.3

13.9

26.0

20.1

15.0

13.0

9.3

11.7

6.8

11.5

3.8

6.2

3.1

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

鉄道やバスなどの交通体系の充実

定住の推進などの人口減少対策

道路や河川の整備などの生活基盤の充実

結婚や出産、子育てなどの少子化対策

こども園や小中学校などの教育環境の充実

企業の誘致や支援による雇用促進

保健や医療の充実

児童や高齢者、障がい者などへの福祉の充実

農山村地域としての里山保全や整備

防災や防犯、消防体制の充実

農林業や商工業、観光の振興などの成長産業化

住民参加によるまちづくり

行財政改革への取り組み

芸術や文化、スポーツの振興

その他

無回答

いま、長柄町が推し進めること

今回(n=321)

前回(n=453)
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問 長柄町では、引き続き地方創生に取り組んでいきます。今後、まちの活性化のために必要だ

と思う主な取組は何だと思いますか。（MA） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「若者たちを中心として働きたいと思える仕事・仕組みの構築」が 54.2％で最も高く、次いで「公

共交通手段の確保などの生活環境の充実」が 50.2％、「移住者受け入れのための住宅整備の促進」が

32.7％となっています。 

前回と比較すると、回答結果はほぼ同傾向となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

54.2

50.2

32.7

27.7

26.5

19.6

10.0

6.9

5.9

5.0

3.7

4.0

55.6

52.3

31.8

24.5

25.2

18.1

12.1

8.8

6.8

8.6

3.3

4.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

若者たちを中心として働きたい

と思える仕事・仕組みの構築

公共交通手段の確保などの生活環境の充実

移住者受け入れのための住宅整備の促進

新規就農支援や里山の再生事業の推進

婚活支援の拡充や、妊娠・出産・子育て

・教育にかかる経済的負担の軽減強化

新たな特産物や特産加工品の開発と販売の促進

再生可能エネルギー等を活用した

エネルギーの地産地消の推進

広域的な地域連携による観光

交流や体験機会の確保と充実

スポーツを通じた交流や

地域振興のための取組の推進

長柄町版大学連携型生涯活躍のまちづくりの推進

による都市部のアクティブシニアの呼び込み促進

その他

無回答

まちの活性化のために必要な取組

今回(n=321)

前回(n=453)
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問 長柄町では、引き続き地方創生に取り組んでいきます。今後、まちの活性化のために必要だ

と思う主な取組は何だと思いますか。（MA） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「各課の手続きを電子化し、ウェブ・フォーマット上で申請できるようにする『行かない窓口』の

導入」が 39.9％で最も高く、次いで「『書かない窓口』の導入」が 34.9％、「24 時間いつでも対応可

能なＡＩ（人工知能）等による行政相談や行政手続き案内」が 30.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

39.9

34.9

30.5

28.3

27.4

19.9

16.2

3.7

10.6

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

各課の手続きを電子化し、ウェブ・フォーマット上

で申請できるようにする「行かない窓口」の導入

「書かない窓口」の導入

24時間いつでも対応可能なＡＩ(人工知能)等

による行政相談や行政手続き案内

スマートフォンアプリによる、防災

情報やイベント情報等の提供

ＩＣＴの活用による役場業務の

効率化と働き方改革の推進

窓口案内・窓口対応の機械化

(タッチパネルやＡＩ(人工知能)の利用等)

インターネットで公開する行政資料や行政情報の充実

その他

無回答 n=321

行政サービスのＩＣＴ化で優先導入すべきこと
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問 行政サービスにＩＣＴを活用する場合、どのような分野に優先的に導入することが望ましい

と考えますか。（MA） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「各課の手続きを電子化し、ウェブ・フォーマット上で申請できるようにする『行かない窓口』の

導入」が 39.9％で最も高く、次いで「『書かない窓口』の導入」が 34.9％、「24 時間いつでも対応可

能なＡＩ（人工知能）等による行政相談や行政手続き案内」が 30.5％となっています。 

 

 

 

 

「見守りカメラや防犯・交通安全等の情報発信アプリを導入することにより、住民の安心・安全の

確保を図る取組【防犯・交通安全分野】」が 45.8％で最も高く、次いで「高齢者等が使いやすいオン

デマンドの地域公共交通サービスの提供や、交通キャッシュレスドローン等による配送等、交通・物

流分野の取組【交通・物流分野】」が 37.1％、「農林業に、ドローン、センサー等のデジタル技術の導

入等による、生産性の向上や担い手不足の解消【農林業分野】」が 30.8％となっています。 

 

45.8

37.1

30.8

24.6

24.3

15.9

14.0

11.2

10.0

1.2

9.3

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

見守りカメラや防犯・交通安全等の情報発信アプリを導

入することにより、住民の安心・安全の確保を図る取組

【防犯・交通安全分野】

高齢者等が使いやすいオンデマンドの地域公共交通サービスの

提供や、交通キャッシュレスドローン等による配送等、交通・

物流分野の取組 【交通・物流分野】

農林業に、ドローン、センサー等のデジタル技術の導入等

による、生産性の向上や担い手不足の解消 【農林業分野】

センサー等を活用した河川水位のモニタリング情報の公開等に

よる、地域の防災機能向上の取組 【防災分野】

介護認定審査業務のデジタル化、健康管理アプリ等、デジタル

を活用した介護やヘルスケア、医療の向上に資するサービス提

供の取組 【医療・福祉分野】

ＩＣＴの積極導入による授業改革や不登校傾向の児童生徒への

学習支援環境の整備や、図書館のデジタル化推進、生涯学習の

活発化などの取組 【教育・学習分野】

保育所への入所選考、母子健康手帳アプリ、保育所等業務のデ

ジタル化等、デジタル技術を活用した子育て分野におけるサー

ビス提供の取組 【子育て分野】

地域通貨・ポイント活用や、その他(求人求職マッチン

グシステム)等による、地域経済の活性化を図る取組

【産業振興】

観光周遊ポータル・アプリや、VRコンテンツによる魅力

発信、集客データの活用等により、観光促進を図る取組

【観光分野】

その他

無回答

n=321

まちの活性化に向けたＩＣＴ活用で優先導入すべき分野
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（６）趣味サークル・習い事について 

 

問 あなたは町内の趣味サークル・習い事などに参加していますか。（SA） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「参加している」が 5.3％、「以前は参加していた」が 10.3％、「参加していない」が 79.4％となっ

ています。 

前回と比べると「参加している」、「以前は参加していた」ともに割合が低下しています。 

 

問 どんな趣味サークル・習い事があれば参加したいと思いますか。ご自由にお書きください。

（記述式） 

具体的な記述のあった趣味サークル・習い事等については、次のとおりです。 

 

項 目 件数 

パソコン教室（オフィスソフト、プログラミング等） 7 

書道、習字、ペン習字 7 

料理教室（子どもと一緒にできる、子どもの教室、若者でも参加できる、オーガ

ニック料理） 
5 

英会話 4 

ヨガ、ホットヨガ 4 

ダンス、ジャズダンス、クラシックバレエ 4 

野球、ソフトボール 3 

ストレッチ、体操、フィットネス 3 

ゴルフ 3 

卓球 2 

絵画、水彩画教室 2 

映画（上映） 2 

バスケットボール 2 

トレーニングジム、パーソナルジム 2 

テニス、ソフトテニス 2 

キャンプ 2 

防災士など、災害時に対応出来るサークル 1 

簿記等の資格取得 1 

経営者や投資などのサークル 1 

ボランティアサークル 1 

5.3

8.6

10.3

15.2

79.4

74.0

5.0

2.2

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

今回(n=321)

前回(n=453)

趣味サークル・習い事などへの参加状況

参加している 以前は参加していた 参加していない 無回答
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ボーイスカウト・ガールスカウト 1 

読書会 1 

陶芸教室 1 

茶道教室 1 

生花 1 

ハーバリウム 1 

洋裁教室 1 

あみ物教室 1 

着付け教室 1 

和服（着物）のリサイクル 1 

茶碗などを直す金継ぎ 1 

竹細工教室 1 

生涯学習（シニア大学） 1 

エステサロン＆ヘアーサロン 1 

スポーツ教室 1 

球技系 1 

ペタンク 1 

バドミントン 1 

水泳 1 

剣道 1 

ボクシング 1 

護身術 1 

登山 1 

自然体験 1 

農業体験 1 

林業体験 1 

建築関係 1 

木工系 1 

歌が上手くなるためのサークル 1 

英語サークル（海外出身の方と会話できる） 1 

モトクロス 1 

ボウリング 1 

マージャン 1 

お菓子づくり 1 

パン作り 1 

蕎麦打ち 1 

ワインや日本酒のセミナー 1 

 

具体的なサークル、教室名の記述の他に、町内の趣味サークル・習い事の開催については、次のよ

うな意見・要望がありました。 

■参加できない（しない）理由 

参加できない（しない）理由としては、「時間帯が昼間だと、参加できない」、「交通の便が悪く参

加できない」、「参加するための時間がない」、「リソルの施設を利用（長柄地区では、公民館に行く用

事がなく、遠いので）」との記述や「何があるか知らない」、「シニアの利用者向けのサークル等は充
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実していると思うので、自分がその年代になったときには利用させていただきたい」という記述もあ

りました。 

■参加したい趣味サークル等の条件 

参加したい趣味サークル等の条件としては、「どんなサークルでも良いが、同年代の人がいれば行

ってみたい」、「何かを習う場ではなく、同世代が気楽に集まり話せるような場所」、また、「集まった

人で相談し、決定したことを行うサークル（集まって話をするだけで、人は元気をもらえる）」とい

った意見や、「夜間に実施してくれるもの」との意見もありました。一方、「今のサークルで満足」と

の意見もありました。 

■参加しやすいように 

「平日 18：00から 20：00頃や土・日に参加できる趣味サークル・習い事があると、一般人の人や

部活終わりの生徒などが今よりもっと行きやすくなると思う（職員の方が大変になってしまうが…）」

との意見がありました。 

 

 

問 長柄町のまちづくりについて、また町政に関するご意見、ご要望などご自由にお書きくださ

い。（記述式） 

自由意見について、項目ごとにまとめ、多い順に並べた結果は次のとおりとなりました。 

項 目 件数 

公共交通手段の確保と利便性の向上 21 

買い物の利便性向上、商業施設の充実 13 

公園・広場、遊び場や娯楽施設、温泉施設の整備 12 

若年層の雇用対策、雇用の見込める企業（物流施設を含む）の誘致 11 

子育て支援の充実と支援の継続、保育料の完全無償化、小児科、歯科の誘致 10 

小学校の統廃合、スクールバスの運行 9 

放置山林、農地と空き地などの土地活用の推進 8 

道路の改善、生活道路の整備、草刈りの実施 8 

人口減少・少子化対策 8 

空き家の活用（空き家バンクの活用含む）や管理の促進 7 

防災意識の向上と河川等インフラ整備の推進、治水対策の推進 7 

街灯の増設、防犯カメラの設置 6 

役場の職員の窓口対応や業務の改善、人員の削減 5 

自然の豊かさや長柄町の魅力をいかしたまちづくり 5 

景観の保持（荒廃林、ソーラーパネルの増加対応含む） 5 

積極的な町の PRの推進 5 

町議会の改革 5 

野菜や果物、特用林産物のブランド化 4 

宅地の拡大や住宅・住居の整備促進 4 
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害獣対策の推進 4 

デジタル化の積極的な導入、ICTの活用促進（医療、教育、交通など） 3 

健康・医療・福祉の充実 3 

農業後継者不足の解消や農業支援の充実 3 

行政の見える化、オープン化 3 

教育の一層の充実や小・中学校教諭の資質向上 2 

イベントの開催 2 

移動スーパーの導入や改善 2 

高齢者等のデジタルデバイド対策 2 

「ながら米」のブランド化、販売促進 2 

高齢者にやさしいまちづくり 2 

町ホームページの充実 2 

こども園の運営改善 2 

サーキット場の騒音対策 2 

ごみ捨て対策の推進 2 

最終処分場や産廃業者の増加への不安 2 

里山の再生 1 

竹や杉等の再生可能エネルギーへの利用 1 

高等学校、専門学校の誘致 1 

動物たちとの共生 1 

下水道の整備 1 

都内等へのアクセスのよさの PR 1 

町全体のロケ地化 1 

コワーキングスペース、シェアハウス、コミュニティカフェ、自習室の設置 1 

長柄ダム周辺の遊歩道の再開 1 

学童保育の内容改善と先進的な教育の導入 1 

農林商工まつりの金額設定の低廉化 1 

ロングウッドステーションの再稼働 1 

スポーツ、自転車等健康になれる町としてのアピール 1 

市町村合併 1 

若い女性が住みたいと思えるまちづくりの推進 1 

コンパクトシティ化の検討 1 

自治会に頼らないコミュニティ対応の推進 1 

通学路の交通安全施設の整備 1 

子どもや学生のアイデアを積極的にとり入れたまちづくり 1 
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２ 中学生アンケート 

（１）回答者の属性 

アンケートに回答した人の性別、学年については、次のとおりです。 

 

問 あなたの性別は次のうちどれですか。（SA） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 あなたの学年は次のうちどれですか。（SA） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

54.5 43.8 1.8

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

n=112

性別

男 女 答えたくない

33.9

26.8

39.3

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

１年生 ２年生 ３年生

n=112

学年

42.1

66.7

56.8

55.3

33.3

40.9

2.6

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１年生(n=38)

２年生(n=30)

３年生(n=44)

学年別にみた性別

男 女 答えたくない
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（２）長柄町の住み心地や定住意向について 

問 長柄町の住み心地はいかがですか。（SA） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「一度出てまた帰ってきたい」は 30.4％で最も高くなっています。「ずっと住み続けたい」は 1.8％、

「できれば住み続けたい」は 24.1％で、合わせて 25.9％となり、「できれば住みたくない」は 19.6％、

「住みたくない」は 4.5％で、合わせて 24.1％となり、住みたいとする回答と住みたくないとする回

答が同程度の割合となっています。 

前回と比べると、「ずっと住み続けたい」の割合が 10.5ポイント低下しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

将来も長柄町に住み続けたいと思うかについて、男子生徒の１年生は、「できれば住み続けたい」

と「わからない」が同率の 31.3％で高くなっています。２年生男子は、「一度出てまた帰ってきたい」

が 50.0％で最も高くなっています。３年生男子は、「できれば住み続けたい」が 28.0％で最も高くな

っています。 

また、「ずっと住み続けたい」は、学年が上がるほど低くなり、３年生男子は回答なしとなってい

ます。 

 

1.8

12.3

24.1

19.8

30.4

31.1

19.6

16.0

4.5

4.7

19.6

15.1 0.9

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

今回(n=112)

前回(n=106)

将来も長柄町に住み続けたいと思うか

ずっと住み続けたい できれば住み続けたい 一度出てまた帰ってきたい できれば住みたくない

住みたくない わからない 無回答

6.3

5.0

31.3

25.0

28.0

18.8

50.0

20.0

6.3

15.0

24.0

6.3

12.0

31.3

5.0

16.0

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

１年生(n=16)

２年生(n=20)

３年生(n=25)

男子・学年別にみた定住意向

ずっと住み続けたい できれば住み続けたい 一度出てまた帰ってきたい

できれば住みたくない 住みたくない わからない
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将来も長柄町に住み続けたいと思うかについて、「ずっと住み続けたい」は、女子生徒では回答な

しとなっています。学年別にみると、女子生徒の１年生は、「わからない」が 42.9％で最も高くなっ

ています。２年生女子は、「住みたくない」が 60.0％で最も高くなっています。３年生女子は、「一度

出てまた帰ってきたい」が 50.0％で最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

23.8

10.0

22.2

23.8

10.0

50.0

9.5

60.0

16.7

10.0

42.9

10.0

11.1

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

１年生(n=21)

２年生(n=10)

３年生(n=18)

女子・学年別にみた定住意向

ずっと住み続けたい できれば住み続けたい 一度出てまた帰ってきたい

できれば住みたくない 住みたくない わからない
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（３）これからの長柄町について 

問 これからの長柄町はどのような姿になってほしいですか。（MA） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「買い物が便利で生活しやすい町」が 73.2％で最も高く、次いで「通勤・通学などの交通の便がよ

い町」が 49.1％、「ごみや公害のない清潔で快適な町」が 38.4％となっています。 

前回の上位３項目は、「ごみや公害のない清潔で快適な町」（65.1％）、「買い物が便利で生活しやす

い町」（59.4％）、「里山や田園などの自然が美しい町」（42.5％）の順でしたが、それぞれ順位が入れ

替わり、買い物や交通の利便性を求める意向が高くなっています。 

 

 

 

73.2

49.1

38.4

34.8

25.0

17.9

17.0

15.2

3.6

2.7

0.0

59.4

39.6

65.1

42.5

14.2

15.1

13.2

21.7

6.6

5.7

0.9

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

買い物が便利で生活しやすい町

通勤・通学などの交通の便がよい町

ゴミや公害のない清潔で快適な町

里山や田園などの自然が美しい町

文化・スポーツ活動が盛んな町

健康づくりが活発で医療機関が

充実した健やかに暮らせる町

多くの人が訪れる観光・交流の町

福祉やボランティア活動が

充実した安心して暮らせる町

農林業と工業が調和した活力ある産業の町

その他

無回答

これからの長柄町になってほしい姿

今回(n=112)

前回(n=106)
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（４）学校教育について 

問 学校教育について、今後さらに力を入れてほしいことは、どれですか。（MA） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「職場体験の充実など将来の仕事選びに役立つ学習」が 43.8％で最も高く、次いで「インターネッ

トやコンピュータープログラミングなどの情報活用能力の習得」が 32.1％、「学校の機器や設備の充

実」と「英語などの外国語教育や国際理解教育の充実」が同率の 28.6％で続いています。 

前回の上位３項目は、「インターネットやコンピュータープログラミングなどの情報活用能力の習

得」（50.9％）、「学校の機器や設備の充実」（35.8％）、「職場体験の充実など将来の仕事選びに役立つ

学習」（31.1％）の順でしたが、それぞれ順位が入れ替わっています。また、「英語などの外国語教育

や国際理解教育の充実」は、前回第６位でしたが、今回は第３位に上がっています。 

 

 

 

43.8

32.1

28.6

28.6

19.6

12.5

11.6

9.8

8.0

31.1

50.9

35.8

17.0

22.6

14.2

18.9

7.5

2.8

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

職場体験の充実など将来の仕事選びに役立つ学習

インターネットやコンピュータープログラ

ミングなどの情報活用能力の習得

学校の機器や設備の充実

英語などの外国語教育や国際理解教育の充実

いじめや不登校などの問題をなくすための取り組み

道徳や生命の大切さなどを

学ぶ人格を向上させる学習

自分たちの地域の自然や歴史、

文化、産業などについての学習

障がいのある児童生徒との交流授業の促進

その他

学校教育で今後さらに力を入れてほしいこと

今回(n=112)

前回(n=106)
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（５）未来の長柄町に向けて 

問 もしも、あなたが町長だったら是非やってみたい（取り組んでみたい）ことは何ですか。

（MA） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「買い物が便利な町にする」が 58.0％で最も高く、次いで「遊び場（ゲームセンターや遊園地、映

画館など）をつくる」が 41.1％、「鉄道を通したり、バスを便利にしたりする」が 40.2％となってい

ます。 

前回の上位３項目は、「買い物が便利な町にする」（50.0％）、「遊び場（ゲームセンターや遊園地、

映画館など）をつくる」（41.5％）、「自然を守る」（30.2％）の順でした。上位２項目は同様ですが、

前回第３位の「自然を守る」は、今回は第５位となっています。 

 

 

 

 

58.0

41.1

40.2

31.3

18.8

18.8

16.1

16.1

12.5

11.6

8.9

5.4

5.4

3.6

0.0

50.0

41.5

27.4

26.4

30.2

28.3

10.4

23.6

18.9

11.3

8.5

13.2

5.7

3.8

0.0

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

買い物が便利な町にする

遊び場（ゲームセンターや

遊園地、映画館など）をつくる

鉄道を通したり、バスを便利にしたりする

まつりやスポーツ大会、花火大会など

イベント・行事を実施する

自然を守る

安全で暮らしやすい町にする

道路を整備する

スポーツ施設や図書館をつくる

ゴミのないきれいな町にする

学校の設備や施設を充実する

観光名所をつくるなどして、町をPRして

町外から人が訪れるような町にする

環境対策に積極的に取り組む

公園をつくる

その他

無回答

もしも町長だったら取り組んでみたいこと

今回(n=112)

前回(n=106)
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問 今の長柄町の良いところは、どんなところだと思いますか。（自由記述） 

 

記述のあった意見について、項目ごとにまとめると、次のとおりです。 

項目 件数 

自然が豊か、緑が豊富、空気がきれい 81 

町民の人柄がいい、優しい、仲良し、親しみやすい、協力し合っている、助けてくれる、

悪い人が少ない 
17 

学校施設や教育環境が整っている、教育にお金をかけている 8 

地域での交流の場がある、交流が盛ん、祭りやイベントが多い 7 

生き物（動物や植物）が多い、ふれあえる 6 

給食費や医療費の無償化 5 

のどかで平和、安心して過ごせる、住みやすい、清潔で暮らしやすい 5 

図書館や公民館が整備されている 4 

他地域へのアクセスがよい、高速への入口がある 4 

人が少ない、静か、疲れない 4 

きれいな公共施設が整っている 3 

農業が盛ん、農作物が豊富 3 

あいさつがしっかりしている 2 

物事への対応が素早い 1 

必要なものがそろっている 1 

標高が少し高い 1 

自由なところ 1 

ボランティアや福祉が充実している 1 

アウトレットで映画やテレビの撮影が行われている 1 

子どもたちへの支援に積極的 1 

 

長柄町の良いところについては。自然の豊かさを挙げる意見が最も多くなっています、次いで、住

む人の人柄の良さを挙げる意見が多く、また、学校の施設や設備など教育環境が整っているとの意見

も多くなっています。 
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問 今の長柄町の改善したいところは、どんなところだと思いますか。（自由記述） 

 

記述のあった意見について、項目ごとにまとめると、次のとおりです。 

項目 件数 

交通手段の確保や利便性の向上 35 

買い物の利便性向上 35 

ごみのポイ捨て防止や清掃活動、川の環境保全 15 

遊び場（映画館、娯楽施設、テーマパーク）がない 10 

人口減少・少子高齢化 8 

道路の改良・改善、横断歩道の設置、安全確保、雑草や樹木等の伐採 7 

公園の整備 6 

スポーツ施設の整備 3 

町の活性化（アウトレットの活用、祭りやイベントの開催） 2 

その他 2 

公民館の開館時間の延長 2 

街灯の設置 2 

勉強のできるスペース（近くに図書館など） 1 

不登校等の生徒の居場所がない 1 

生活が便利になる建物がない 1 

水害対策 1 

農業機械購入時の補助金の再実施 1 

自販機の増設 1 

 

「交通手段の確保や利便性の向上」、「買い物の利便性向上」といった生活面での利便性の向上を求

める意見や、「ごみのポイ捨て防止や清掃活動、川の環境保全」など環境の保全・美化に関する意見

が多くなっています。 
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問 最後に長柄町の将来像や今後、町として取り組むべきことなどについて、ご意見などがあり

ましたらお書きください。（自由記述） 

 

記述のあった意見について、項目ごとにまとめると、次のとおりです。 

項目 件数 

交通手段の確保や利便性の向上 11 

行事（祭り、花火、運動会等）、イベントで町を活性化させる 7 

買い物の利便性向上（ショッピングモールの誘致含む） 7 

人口減少・少子高齢化対策の推進 7 

ごみの投棄防止や環境美化の取組 5 

町の良さ（自然、環境、景色、交流機会、医療費の無償化）を守る 4 

道路の整備、草刈り 4 

遊び場をつくる 3 

交流の場の確保と拡充 3 

スポーツができる場所をつくる 3 

町内バスの運行 3 

町の PRの促進 3 

SDGsや環境問題への取組 2 

飲食店を増やす 1 

人間と動物との共生の実現 1 

ボランティア活動の推進 1 

子育て支援の充実 1 

観光振興、名産品開発 1 

アウトレットの活用 1 

医療体制の確保 1 

住みやすく、便利な町にする 1 

害獣対策の推進 1 

その他 4 

 

町民のアンケートと同様に「交通手段の確保や利便性の向上」を求める意見が最も多くなっていま

す。また、「その他」としては、「選挙に行く人が少なくなってきているので、呼びかけをもっと強く

する」といった意見や、「子ども向けの税金の勉強会とか開いてほしい。中学生１人ずつに３万ほど

配って株式とかさせてほしい」といった現代的な課題に関する意見もありました。 
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アンケート調査票 
 

 

１ 町民アンケート 

問１ あなたの性別は次のうちどれですか。（１つに〇） 

１．男          ２．女         ３．答えたくない 

問２ あなたの年代は次のうちどれですか。（１つに〇） 

１．10歳代 

２．20歳代 

３．30歳代 

４．40歳代 

５．50歳代 

６．60歳代 

７．70 歳代以上 

 

 

問３ あなたのご職業は次のうちどれですか。（１つに〇） 

＜兼業の方は主なものを１つ＞ 

１．農林業 

２．商工業、サービス業 

３．医師、弁護士など 

４．会社員、会社役員 

５．公務員、団体職員 

６．学生 

７．専業主婦、主夫 

８．パート、アルバイト、派遣など 

９．無職 

10．その他（          ） 

問４ あなたは、長柄町に住むようになってから何年になりますか。（１つに〇） 

＜一度、転出されて、再び長柄町に転入された場合は通算の年数としてください

＞ 

１． ５年未満 

２． ５年以上 10 年未満 

３．10年以上 20 年未満 

４．20年以上 30年未満 

５．30年以上 

 

問５ あなたの通勤、通学先は次のうちどちらですか。（１つに〇） 

１．通勤、通学していない 

２．長柄町内 

３．茂原市内 

４．長生郡内 

５．市原市内 

６．千葉市内 

７．その他県内 

８．東京都内 

９．その他（           ） 
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問６ 長柄町の印象についておたずねします。（それぞれ１つに〇） 

 

思
う 

や
や
思
う 

さ
ほ
ど 

思
わ
な
い 

思
わ
な
い 

わ
か
ら
な
い 

１．誇りや郷土愛がある １ ２ ３ ４ ５ 

２．ふれあいのある町 １ ２ ３ ４ ５ 

３．個性のある町 １ ２ ３ ４ ５ 

４．活気のある町 １ ２ ３ ４ ５ 

 

問７ 長柄町の住みごこちはいかがですか。（１つに〇） 

１．とても住みよい 

２．まあ住みよい方だ 

３．どちらかといえば住みにくい 

４．非常に住みにくい 

５．わからない 

 

 

問８ 以下の項目の中で、あなたが長柄町の魅力だと感じられることを教えてくださ

い。（あてあまるものすべてに〇） 

１．森に囲まれた豊かな自然環境に恵まれている 

２．豊かな食材とグルメなお店がある 

３．味覚狩りのできる農園や農産物直売所など採れたての名産品が豊富 

４．稲刈りやたけのこ掘り、味噌づくりなどの都市との交流活動が盛ん 

５．飲料製造など地域に根ざした産業がある 

６．キャンプやバーベキューなどアウトドアレジャーが楽しめる 

７．スポーツやレジャー施設が充実している 

８．東京や千葉市などの都市から近くて便利 

９．のどかな里山風景があり、セカンドライフやセカンドハウスに適している 

10．犯罪や災害が少なく安全安心なまちである 

11．子育て支援が充実していて子育てがしやすい 

12．豊かな自然環境の中で子どもが伸び伸び育つことができる 

13．医療施設や健康増進施設、介護施設などが整っている 

14．古くからの寺社や史跡長柄横穴群など歴史的なみどころが豊富 

15．季節ごとのまつりや駅伝、サイクリングなどのイベントが多い 

16．自治会などの地域活動が盛んで、住民同士のつながりが強い 

17．その他（具体的に：                        ） 
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問９ 一宮川の河川改良工事完了後、昭栄中学校跡地（現在の「ながらこども園」に隣

接する土地の宅地分譲をおこなったら購入したいですか。（１つに〇） 

１．購入を検討したい 

２．将来、購入を検討するかもしれない 

３．検討しない 

４．わからない 

 

問１０ 町が、民間事業者と協力して上記の土地に「子育て支援住宅※」を整備したら

入居したいですか。（１つに〇） 

１．購入を検討したい 

２．将来、購入を検討するかもしれない 

３．検討しない 

４．わからない 

※「子育て支援住宅」：子育てをサポートするための生活動線やバリアフリー等室内環境だけでなく、こど

も園や小学校に近い立地や、子育て世帯との良好な交流など周辺環境も整備した賃貸住宅のこと。 

 

問１１ あなたは休日（土日祝など）の余暇に、自宅外ではどのように過ごすことが多

いですか。（あてはまるもの全てに〇） 

１．観光旅行（避暑、避寒、温泉など） 

２．外食（日常的なものは除く） 

３．映画、観劇、演芸鑑賞 

４．ショッピング 

５．ドライブ 

６．サイクリング 

７．ウォーキング、ジョギング 

８．フットサル、サッカー 

９．ゴルフ 

10．キャッチボール、野球 

11．テニス 

12．水泳、プール遊び 

13．遊園地、テーマパーク 

14．美術鑑賞 

15．動物園、植物園、水族館、博物館 

16．音楽会、コンサートなど 

17．温浴施設（温泉、スーパー銭湯など） 

18．バーベキュー 

19．キャンプ 

20．ピクニック、ハイキング、登山 

21．釣り 

22．カヌー、ボート、サーフィン 

23．ダイビング 

24．ガーデニング、農園 

25．農業体験 

26．工芸体験 

27．その他（            ） 

 

 

問１２ あなたが良く行く町内や近隣の自然体験や野外アクティビティを体験する施

設はありますか。施設名を教えてください。 

例：都市農村交流センター 
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問 13 あなたが自然体験や野外アクティビティを体験する施設を利用する時、誰と一

緒に利用することが多いですか。（１つに〇） 

１．一人で利用する 

２．友人と利用する 

３．夫婦やパートナーと利用する 

４．家族（子、親、その他親族）で利用する 

５．レジャー施設は利用しない 

６．その他（            ） 

 

問 14 問 13 で回答した人たちと 1 泊 2 日で自然体験や野外アクティビティを体験

する場合、一人当たりの支出として許容できる金額はいくらですか。（１つに〇） 

１．5,000円未満 

２．5,000円～10,000 円未満 

３．10,000円～20,000 円未満 

４．20,000円以上（      円） 

 

問 15 あなたは都市農村交流センターを利用したことがありますか。（１つに〇） 

１．利用したことがある 

２．都市農村交流センターを知っているが、利用したことはない 

３．都市農村交流センターを知らず、利用したこともない 

 

問 15―１ 問 15 で「１．利用したことがある」と回答した方に質問です。 

都市農村交流センター内でよく利用する施設を教えてください。（あてはまるもの上

位３つまでに〇）また、その利用頻度も合わせて教えてください。 

施設名 
週 1回 

以上 

月に１回

以上 

年に数回

程度 

ほぼ利用

しない 

１．交流センター管理事務所（本館・新

館） 
１ ２ ３ ４ 

２．テニスコート １ ２ ３ ４ 

３．野球場 １ ２ ３ ４ 

４．流水・幼児プール １ ２ ３ ４ 

５．ログハウス １ ２ ３ ４ 

６．バーベキュー場 １ ２ ３ ４ 

７．昆虫ドーム １ ２ ３ ４ 

８．体験農園 １ ２ ３ ４ 

９．体験炭窯 １ ２ ３ ４ 

１０．森の子ランド １ ２ ３ ４ 

１１．都市農村総合交流ターミナル施設 １ ２ ３ ４ 
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１２．農林産物加工施設 １ ２ ３ ４ 

問１5―２ 問 15 で「１．利用したことがある」と回答した方に質問です。 

現在の都市農村交流センターに対する満足度を教えてください。（１つに〇） 

満足 やや満足 普通 やや不満 不満 

１ ２ ３ ４ 5 

 

問 15―３ 問 15―２で「満足」「やや満足」と回答した方は、都市農村交流センタ

ーの好きなところを教えてください。 

「やや不満」「不満」と回答した方は、現在の都市農村交流センターに対して不満

を感じる理由や改善要望を教えてください。 

 

 

 

 

問１5―４ 問１5 で「２．都市農村交流センターを知っているが、利用したことは

ない」と回答した方に質問です。 

都市農村交流センターを利用しない理由を教えてください。 

（あてはまるもの２つまでに〇） 

１．施設名は知っているが、どのようなこ

とが体験できるのか分からない 

２．利用したい施設機能がない 

３．利用料金が高い 

４．都市農村交流センターまでの交通手段

がない 

５．利用方法（予約方法）が分からない 

６．施設機能が類似した別の施設を利用

している 

７．その他（           ） 

 

 

 

問 15―５ 問 15 で「２．都市農村交流センターを知っているが、利用したことは

ない」と回答した方に質問です。 

都市農村交流センター内で利用してみたい施設機能はありますか。 

（あてはまるもの上位３つまでに〇） 

１．交流センター管理事務所（本館・新館） 

２．テニスコート 

３．野球場 

４．流水・幼児プール 

５．ログハウス 

６．バーベキュー場 

７．昆虫ドーム 

８．体験農園 

９．体験炭窯 

１０．森の子ランド 

１１．都市農村総合交流ターミナル施設 

１２．農林産物加工施設 
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問１6 都市農村交流センターにどのような施設機能やサービスがあると利用しやす

いですか。（あてはまるものすべてに〇） 

１．家族でも習い事等でも利用できるスポーツ施設 

２．多目的に利用できる広場 

３．子どもが楽しめる広い公園や遊具，雨天時も利用できる遊び場 

４．少人数から大人数までに対応できる宿泊機能 

５．長柄町及び周辺地域の名産品等を楽しめるレストラン・飲食スペース 

６．気軽に利用できる軽飲食提供機能（カフェ、キッチンカーなど） 

７．自然を活かしたキャンプ・グランピング・アスレチック 

８．ものづくりや調理などの体験機能 

９．自然に触れられるイベント等の開催 

10．長柄ダムに関連する情報発信機能 

11．周辺観光施設やグリーンツーリズムに関する観光案内機能 

12．周辺の観光施設をめぐるバスなどの交通機能（バス・シェアサイクル） 

13．自転車利用者向けのサービス 

14．その他（                              ） 
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問１７ あなたは将来も長柄町に住み続けたいと思いますか。（１つに〇） 

ずっと 

住み続けたい 

できれば 

住み続けたい 

できれば 

転出したい 

転出する 

つもり 
わからない 

１ ２ ３ ４ 5 

 

 

 

 

問１７－１ 「ずっと住み続けたい」「で

きれば住み続けたい」と答えた方にお

たずねします。 

その理由は何ですか。 

（○は３つまで） 

 問１７－２ 「できれば転出したい」「転

出するつもり」と答えた方におたずね

します。 

その理由は何ですか。 

（○は３つまで） 

１．就業の場がある 

２．職場・学校までの距離が近い 

３．文化・スポーツ施設に恵まれている 

４．娯楽・レクリエーション施設が多い 

５．買物など消費生活が便利 

６．医療や福祉サービスが充実している 

７．自然環境が良い 

８．子どもの教育のため 

９．子どもの就職のため 

10．住宅事情が良い 

11．地域での人間関係が良い 

12．防災・防犯・交通安全などの安全対策

が行き届いている 

13．周辺都市に出かけやすい 

14．愛着がある  

15．その他（         ） 

 １．就業の場がない 

２．職場・学校までの距離が遠い 

３．文化・スポーツ施設が少ない 

４．娯楽・レクリエーション施設が少ない 

５．買物など消費生活が不便 

６．医療や福祉サービスが充実していない 

７．自然環境が良くない 

８．子どもの教育のため 

９．子どもの就職のため 

10．住宅事情が悪い 

11．地域での人間関係が良くない 

12．防災・防犯・交通安全などの安全対策

が行き届いていない 

13．周辺都市に出かけにくい 

14．愛着がない 

15．その他（         ） 
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問１８ 次のようなことについて、日々の暮らしの中でどのように感じていますか。 

（それぞれ１つに〇） 

 

■ 基盤の整備 

 満
足 

や
や
満
足 

や
や
不
満 

不
満 

１．計画的な土地利用（自然と開発のバランス） １ ２ ３ ４ 

２．道路の整備（道路網の整備、生活道路の拡幅など） １ ２ ３ ４ 

３．公園・緑地の整備 １ ２ ３ ４ 

４．河川・水路の整備（河川改修・排水路整備の促進） １ ２ ３ ４ 

５．水道と浄化槽の整備促進や下水道の整備 １ ２ ３ ４ 

６．公共交通の確保（バス交通その他交通機関の維持や充実） １ ２ ３ ４ 

７．情報基盤の整備（インターネットなど通信環境の充実） １ ２ ３ ４ 

８．地籍調査の推進（土地所有者の把握や境界確認など） １ ２ ３ ４ 

 

■ 健康・福祉 

 満
足 

や
や
満
足 

や
や
不
満 

不
満 

９．保健、医療の充実（健康づくり、母子保健、医療環境など） １ ２ ３ ４ 

10．福祉の充実（障がい者、高齢者、子育て支援など） １ ２ ３ ４ 

 

■ 教育・文化 

 満
足 

や
や
満
足 

や
や
不
満 

不
満 

11．幼児教育の充実（保育、教育など） １ ２ ３ ４ 

12．学校教育の充実（小、中学校の教育環境など） １ ２ ３ ４ 

13．生涯学習の充実（公民館、家庭教育学級など） １ ２ ３ ４ 

14．スポーツ・レクリエーションの推進 １ ２ ３ ４ 

15．文化財の保護（史跡、文化財の保護、継承） １ ２ ３ ４ 

16．交流活動の推進（こども・住民同士、地域間交流） １ ２ ３ ４ 
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■ 生活環境の整備 

 満
足 

や
や
満
足 

や
や
不
満 

不
満 

17．ごみ、し尿処理の充実 １ ２ ３ ４ 

18．環境保全の推進（地域と地球環境保全、公害の防止） １ ２ ３ ４ 

19．美しい景観の創造と保全 １ ２ ３ ４ 

20．住宅の整備充実（宅地開発や居住環境の向上） １ ２ ３ ４ 

21．交通安全の充実 １ ２ ３ ４ 

22．消防、防災、防犯の充実 １ ２ ３ ４ 

23．建築物の安全性の確保（耐震診断と耐震改修の推進） １ ２ ３ ４ 

 

■ 産業の振興 

 満
足 

や
や
満
足 

や
や
不
満 

不
満 

24．農林業の振興（農業後継者の育成、農用地の保全など） １ ２ ３ ４ 

25．商工業の振興（企業誘致や雇用の促進など） １ ２ ３ ４ 

26．観光、余暇産業の振興（観光資源の整備、グリーンツー

リズムの推進など） 
１ ２ ３ ４ 

 

■ 地域・協働 

 満
足 

や
や
満
足 

や
や
不
満 

不
満 

27．コミュニティの充実（自治会など地域のつながり） １ ２ ３ ４ 

28．町民参加の促進（町民参加のまちづくり） １ ２ ３ ４ 

29．男女共同参画の推進 １ ２ ３ ４ 

30．ボランティア活動の推進 １ ２ ３ ４ 

31．行政の充実（効率的で効果的な行政運営） １ ２ ３ ４ 

32．財政の充実（財源確保と財政の健全性確保） １ ２ ３ ４ 
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問１９ これからのまちづくりは、行政と町民の役割分担を検討していくことが求

められています。あなたの考えに近いものはどれですか。（１つに〇） 

１．まちづくりは行政が行うもので、町民は必要に応じて支援をするべき 

２．まちづくりは町民が行うもので、行政は必要に応じて支援をするべき 

３．町民と行政が適切な役割分担を協議して、進めていくべき 

４．町民は税を納めているのだから、まちづくりは行政のみで行うべき 

５．わからない 

６．その他（                             ） 

 

問２０ 今後、町の人口減少や厳しい財政状況が見込まれる中、行政運営を継続し

ていくためには、町民の費用負担に影響が及ぶことが考えられます。行政サービ

スと町民負担のあり方について、どのように考えていますか。（１つに〇） 

１．行政サービスの維持・充実のために、町民負担が増えるのはやむを得ない 

２．行政サービスを直接受ける人の負担を増やすべきで、町民全体の負担増は反対である 

３．町民全体の負担が増えないように、行政サービスをある程度縮小・廃止するべき 

４．わからない 

５．その他（                             ） 

 

問２１ いま、長柄町が推し進めるべきだと思うものは何ですか。（○は３つまで） 

１．道路や河川の整備などの生活基盤の充実 

２．鉄道やバスなどの交通体系の充実 

３．保健や医療の充実 

４．結婚や出産、子育てなどの少子化対策 

５．児童や高齢者、障がい者などへの福祉の充実 

６．こども園や小中学校などの教育環境の充実 

７．芸術や文化、スポーツの振興 

８．農山村地域としての里山保全や整備 

９．定住の推進などの人口減少対策 

10．防災や防犯、消防体制の充実 

11．農林業や商工業、観光の振興などの成長産業化 

12．企業の誘致や支援による雇用促進 

13．住民参加によるまちづくり 

14．行財政改革への取り組み 

15．その他（具体的に：                       ） 
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問２２ 長柄町では、引き続き地方創生に取り組んでいきます。今後、まちの活性化の

ために必要だと思う主な取組は何だと思いますか。（○は３つまで） 

１．若者たちを中心として働きたいと思える仕事・仕組みの構築 

２．新規就農支援や里山の再生事業の推進 

３．新たな特産物や特産加工品の開発と販売の促進 

４．広域的な地域連携による観光交流や体験機会の確保と充実 

５．移住者受け入れのための住宅整備の促進 

６．長柄町版大学連携型生涯活躍のまちづくりの推進による都市部のアクティブシ

ニアの呼び込み促進 

７．婚活支援の拡充や、妊娠・出産・子育て・教育にかかる経済的負担の軽減強化 

８．公共交通手段の確保などの生活環境の充実 

９．スポーツを通じた交流や地域振興のための取組の推進 

10．再生可能エネルギー等を活用したエネルギーの地産地消の推進 

11．その他（                            ） 

 

問２３ 行政サービスにＩＣＴ※１を活用する場合、どのような分野に優先的に導入す

ることが望ましいと考えますか。（○は３つまで） 

１．「書かない窓口」※2の導入 

２．各課の手続きを電子化し、ウェブ・フォーマット※３上で申請できるようにする「行

かない窓口」の導入 

３．窓口案内・窓口対応の機械化（タッチパネルやＡＩ（人工知能）の利用等） 

４．インターネットで公開する行政資料や行政情報の充実 

５．スマートフォンアプリによる、防災情報やイベント情報等の提供 

６．24時間いつでも対応可能なＡＩ（人工知能）等による行政相談や行政手続き案内 

７．ＩＣＴの活用による役場業務の効率化と働き方改革の推進 

８．その他（                             ） 

※１「ＩＣＴ」：情報通信技術の総称。 

※２「書かない窓口」：証明書取得の際、職員が必要な事項を聞き取り、申請書の作成を支援するサービス。

また、出生届に来た際などに、その都度必要だった、こども医療費や児童手当等の手続きも併せて聞き

取り、確認の署名をするだけで済むワンストップ化も実現する。 

※３「ウェブ・フォーマット」：ユーザーがインターネットのサイト上で情報を入力し、送信できる機能の

こと。 
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問２４ まちの活性化に向けて、ＩＣＴを活用する場合、どのような分野に優先的に導

入することが望ましいと考えますか。（○は３つまで） 

１．農林業に、ドローン、センサー等のデジタル技術の導入等による、生産性の向上

や担い手不足の解消【農林業分野】 

２．高齢者等が使いやすいオンデマンド※１の地域公共交通サービスの提供や、交通キ

ャッシュレス、ドローン等による配送等、交通・物流分野の取組【交通・物流分

野】 

３．地域通貨・ポイント活用や、その他(求人求職マッチングシステム)等による、地

域経済の活性化を図る取組【産業振興】 

４．センサー等を活用した河川水位のモニタリング情報の公開等による、地域の防災

機能向上の取組【防災分野】 

５．観光周遊ポータル・アプリや、VR※２コンテンツによる魅力発信、集客データの

活用等により、観光促進を図る取組【観光分野】 

６．見守りカメラや防犯・交通安全等の情報発信アプリを導入することにより、住民

の安心・安全の確保を図る取組【防犯・交通安全分野】 

７．保育所への入所選考、母子健康手帳アプリ、保育所等業務のデジタル化等、デジ

タル技術を活用した子育て分野におけるサービス提供の取組【子育て分野】 

８．介護認定審査業務のデジタル化、健康管理アプリ等、デジタルを活用した介護や

ヘルスケア、医療の向上に資するサービス提供の取組【医療・福祉分野】 

９．ＩＣＴの積極導入による授業改革や不登校傾向の児童生徒への学習支援環境の整

備や、図書館のデジタル化推進、生涯学習の活発化などの取組【教育・学習分野】 

10．その他（                             ） 

※１「オンデマンド」：利用者の要求に応じてサービスが提供されること。公共交通の場合は、

予約をすると運行する乗り合いの公共交通機関のこと。 

※２「VR」：バーチャル・リアリティーの略で、仮想現実とも呼ばれている。コンピューターに

よって創り出された仮想的な空間などを現実であるかのように疑似体験できる仕組みのこと。 

 

問２５ あなたは町内の趣味サークル・習い事などに参加していますか。（１つに〇） 

１．参加している  ２．以前は参加していた  ３．参加していない 

 

問２６ どんな趣味サークル・習い事があれば参加したいと思いますか。ご自由に

お書きください。 
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問２７ 長柄町のまちづくりについて、また町政に関するご意見、ご要望などご自

由にお書きください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご協力ありがとうございました。
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２ 中学生アンケート 

 

問１ あなたの性別は次のうちどれですか。（１つに〇） 

１．男       ２．女      ３．答えたくない 

問２ あなたの学年は次のうちどれですか。（１つに〇） 

１．1年生     ２．２年生    ３．３年生 

問３ 長柄町の住みごこちはいかがですか。（１つに〇） 

１．住みやすい 

２．どちらかというと住みやすい 

３．どちらかというと住みにくい 

４．住みにくい 

５．わからない 

 

問４ あなたは将来も長柄町に住み続けたいと思いますか。（１つに〇） 

１．ずっと住み続けたい 

２．できれば住み続けたい 

３．一度出てまた帰ってきたい 

４．できれば住みたくない 

５．住みたくない 

６．わからない 

 

問５ これからの長柄町はどのような姿になってほしいですか。（○は３つまで） 

１．里山や田園などの自然が美しい町 

２．買い物が便利で生活しやすい町 

３．通勤・通学などの交通の便がよい町 

４．文化・スポーツ活動が盛んな町 

５．農林業と工業が調和した活力ある産業

の町 

６．多くの人が訪れる観光・交流の町 

７．ごみや公害のない清潔で快適な町 

８．健康づくりが活発で医療機関が充実し

た健やかに暮らせる町 

９．福祉やボランティア活動が充実した安

心して暮らせる町 

10．その他 

（具体的に：           ） 
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問６ 学校教育について、今後さらに力を入れてほしいことは、どれですか。 

（○は２つまで） 

１．学校の機器や設備の充実 

２．英語などの外国語教育や国際理解教育の充実 

３．インターネットやコンピュータープログラミングなどの情報活用能力の習得 

４．職場体験の充実など将来の仕事選びに役立つ学習 

５．障がいのある児童生徒との交流授業の促進 

６．自分たちの地域の自然や歴史、文化、産業などについての学習 

７．道徳や生命の大切さなどを学ぶ人格を向上させる学習 

８．いじめや不登校などの問題をなくすための取り組み 

９．その他（具体的に：                        ） 

 

問７ もしも、あなたが町長だったら是非やってみたい（取り組んでみたい）こと

は何ですか。（○は３つまで） 

１．買い物が便利な町にする 

２．まつりやスポーツ大会、花火大会などイベント・行事を実施する 

３．道路を整備する 

４．鉄道を通したり、バスを便利にしたりする 

５．自然を守る 

６．環境対策に積極的に取り組む 

７．ごみのないきれいな町にする 

８．公園をつくる 

９．遊び場（ゲームセンターや遊園地、映画館など）をつくる 

10．安全で暮らしやすい町にする 

11．学校の設備や施設を充実する 

12．観光名所をつくるなどして、町をＰＲして町外から人が訪れるような町にする 

13．スポーツ施設や図書館をつくる 

14．その他（具体的に：（                         ） 
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問８ 今の長柄町の良いところは、どんなところだと思いますか。（自由記述） 

 

 

 

 

 

 

 

 

問９ 今の長柄町の改善したいところは、どんなところだと思いますか。（自由記述） 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 10 最後に長柄町の将来像や今後、町として取り組むべきことなどについて、ご

意見などがありましたらお書きください。（自由記述） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご協力ありがとうございました。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


